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市
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
私
は
、
富
良
野
市
長
に
就

任
し
て
　
年
目
を
迎
え
、
多

１０

く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

託
さ
れ
た
市
政
へ
の
期
待
を

厳
粛
に
受
け
止
め
、
信
頼
と

期
待
に
応
え
る
べ
く
、「
市
民

対
話
と
情
報
開
示
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
市
民
本
位
の

市
政
実
現
を
め
ざ
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
　
こ
の
間
、
日
本
経
済
は
消

費
増
税
や
電
気
料
金
の
再
値

上
げ
、
急
激
な
円
安
に
よ
る

輸
入
原
材
料
の
高
騰
が
、
家

計
や
中
小
企
業
を
直
撃
し
、

市
民
の
暮
ら
し
は
非
常
に
厳

し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
　１２

月
、
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙

に
よ
り
安
倍
内
閣
が
再
び
政

権
を
担
い
、
景
気
回
復
を
全

国
津
々
浦
々
ま
で
届
け
る
経

済
対
策
を
最
優
先
に
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
外

交
・
安
全
保
障
の
立
て
直
し
、

人
口
減
少
社
会
に
対
す
る
地

方
創
生
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、

本
市
で
は
、
国
の
経
済
対
策

の
動
向
に
十
分
注
視
す
る
と

と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
柔
軟
、
か
つ
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
で
き
る

行
政
運
営
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
一
層
進
む
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
過
度
に

悲
観
す
る
こ
と
な
く
、
市
民

の
英
知
を
結
集
し
、
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
育
ち
、
女
性

が
輝
き
、
高
齢
者
の
方
々
が

生
き
生
き
と
活
躍
し
、
国
内

外
の
人
々
が
憧
れ
、
訪
れ
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
富
良
野
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
と
行
政

が
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行

平
成
　
年
度
「
市
政
執
行
方
針
」

２７

推
進
す
る
３
つ
の
重
点
政
策

 喫緊 の課題である人口減少対策に向けて、
きっきん

国の動きと連動しながら、富良野独自の戦

略を立て取り組みを進める。昨年、地域懇

談会などで人口減少の現状を共有すると

ともに、対策における意見を聴取。また、

人口減少対策庁内ワーキングチームを設

置し、検討結果を市長に政策提言している

富良野版まち・ひと・しごと総合戦略の策定

▼▼
農
村
観
光
環
境
都
市
の
形

農
村
観
光
環
境
都
市
の
形
成成

▼▼
中
心
市
街
地
の
活
性

中
心
市
街
地
の
活
性
化化

▼▼
人
口
減
少
対

人
口
減
少
対
策策

東４条街区地区第１種市街地再開発事

業として進めてきた「ネーブルタウン

構想」は、今年６月１５日に保育所、店

舗付きマンション、アトリウムが完成

予定。フラノ・マルシェ同様、中心市

街地活性化の起爆剤として期待される

ネーブルタウン構想の推進

農業の担い手育成及び確保対策を進め

る拠点施設として、昨年１２月山部に「富

良野市農業担い手育成センター」を開設。

新規就農をめざす「一般就農コース」、

法人などで農業に従事したい方向けの

「雇用就農コース」、農業を体験したい方

向けの「体験実習コース」がある

農業担い手育成センターの充実
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動
し
、
そ
し
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
「
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
本
市
の
将
来
を

展
望
す
る
上
で
、
私
の
３
つ

の
重
点
政
策
に
つ
い
て
、
そ

の
考
え
を
述
べ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

重
点
政
策
①
　
　
　
　
　

農
村
観
光
環
境
都
市
の
形
成

　
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、

肥
沃
な
大
地
で
営
ま
れ
て
き

た
本
市
の
農
業
は
、
美
し
い

森
林
と
と
も
に
、
富
良
野
な

ら
で
は
の
自
然
景
観
を
創
出

し
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
地
域
資
源
を
生
か
し
な
が

ら
、
農
業
を
育
て
・
観
光
で

も
て
な
し
・
環
境
を
守
る
農

村
観
光
環
境
都
市
を
形
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
農
業
で
は
、

昨
年
　
月
に
開
設
し
た
「
富

１２

良
野
市
農
業
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、

将
来
の
富
良
野
農
業
の
担
い

手
と
な
る
人
材
の
育
成
・
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、「
富
良
野
市
農
業
担
い
手

育
成
協
議
会
」
の
人
材
育
成

機
能
の
強
化
に
向
け
た
法
人

化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
で
は
、
平
成
　
年
度

29

に
観
光
庁
が
予
定
し
て
い
る

「（
仮
称
）
ブ
ラ
ン
ド
観
光
圏
」

の
認
定
に
向
け
、
富
良
野
美

瑛
広
域
観
光
推
進
協
議
会
が

中
心
と
な
り
、
日
本
を
代
表

す
る
観
光
地
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
自

然
景
観
や
農
村
景
観
に
加
え
、

彩
り
の
花
々
や
旬
の
食
材
を

使
っ
た
食
観
光
な
ど
、
四
季

折
々
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、

通
年
型
・
滞
在
型
観
光
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
に
向
け
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化
を
支
援

し
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

さ
ら
に
進
め
、
循
環
型
社
会

の
形
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

重
点
政
策
②
　
　
　
　
　

中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
昨
年
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
５

年
目
を
迎
え
た
観
光
滞
留
核

施
設
「
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
」

は
、
来
場
者
3
0
0
万
人
を

突
破
し
、
東
４
条
街
区
地
区

第
１
種
市
街
地
再
開
発
事
業

と
し
て
進
め
て
き
た
「
ネ
ー

ブ
ル
タ
ウ
ン
構
想
」
は
、
本

年
６
月
、
保
育
所
、
店
舗
付

マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
ト
リ
ウ
ム

が
完
成
し
、
中
心
市
街
地
は

大
き
な
 変
  貌
 を
遂
げ
る
こ
と

へ
ん
 
ぼ
う

と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
昨
年
　
月
に
認

１０

定
さ
れ
た
新
た
な
「
富
良
野

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
」
に
も
と
づ
き
、
商
工

会
議
所
や
商
店
街
な
ど
の
関

係
団
体
と
連
携
し
て
、「（
仮

称
）
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
パ
ー
ク

整
備
事
業
」
な
ど
の
具
体
的

構
想
づ
く
り
を
進
め
、
ま
ち

な
か
回
遊
に
よ
る
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

重
点
政
策
③
　
　
　
　
　

人
口
減
少
対
策

　
昨
年
　
月
に
成
立
し
ま
し

１１

た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
、
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希

望
を
か
な
え
る
こ
と
と
、
地

方
へ
の
人
の
流
れ
や
「
し
ご

市市政政執執行行方方針針 全全文文ははホホーームムペペーージジにに掲掲載載

国内外でのアウトドアニーズの高まり

にあわせ、富良野の自然を活かしたサ

イクリング観光の推進や、富良野西岳

の登山道整備、富良野岳原始ヶ原の自

然に関する調査などを実施していく

アウトドア観光の推進

これまで市内で製造された固形燃料は、

道内の製紙工場へ全量販売していたが、

高性能ボイラーの開発により、昨年末、

試験的に市の一部の施設で利用を開始。

今年度は、さらに市内での利用を推進す

るため、農業用ビニールハウスでの活用

など、市内供給の仕組みを検討していく

固形燃料の市内利用を推進

中央・麻町保育所を再編し、新たに中

心市街地に保育所を開所する。６月１５

日に開所予定。０歳児の定員を９人か

ら１２人に拡大し、保育時間も３０分延長

され、午前７時３０分から午後６時３０分

までと変わる。施設も屋内プールや常

設の舞台があるなど設備を充実

虹いろ保育所開所
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と
」
を
つ
く
る
た
め
の
法
律

で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
は
、「
待
っ

た
な
し
」
の
状
況
で
あ
り
、

人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済

の
低
迷
は
、
さ
ら
な
る
雇
用

の
場
の
確
保
を
困
難
に
し
、

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
し
て
地

域
そ
の
も
の
を
崩
壊
・
消
滅

さ
せ
る
「
静
か
な
る
震
災
」

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
危

機
感
を
市
民
と
と
も
に
共
有

し
、
そ
の
対
策
は
、
す
べ
て

の
政
策
を
集
中
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
重

要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
子
育
て
世
代
が

地
域
に
魅
力
を
感
じ
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
、
雇
用
の
場
を

確
保
す
る
た
め
に
、
現
状
や

将
来
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

さ
ら
に
、
有
識
者
に
よ
る
懇

談
会
な
ど
を
行
い
、
多
様
な

意
見
・
提
言
を
聞
き
な
が
ら
、

「
地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
、
第
５
次

２７

富
良
野
市
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り

ま
す
。
平
成
　
年
度
か
ら
の

２３

前
期
基
本
計
画
の
検
証
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成
　
年
度

２８

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
基

本
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

市政執行方針演説で説明した

具体的施策の一部

子育て・教育環境の充実
◆「虹いろ保育所」を中心市街地に開所

◆ファミリー・サポート・センター事業の充実

◆地域型保育を実施する市内保育事業所に保育給付費
　の給付

健康増進・医療支援
◆地域センター病院の医師確保対策への助成

◆医学生に対する医師養成確保修学資金の貸付

◆地域センター病院の産婦人科・小児科医療の充実に向
　け、医療機器整備に対する支援

介護・福祉の充実
◆生活困窮者自立支援法にもとづく自立相談支援

◆認知症の予防・普及啓発や介護予防ボランティアの養成

◆地域包括ケアシステムの構築に向け、サービス提供体
　制の整備や担い手の確保

生活環境の整備
◆避難行動要支援者避難支援プランの策定

◆市街地排水路整備補修委託事業

◆衛生用品ごみの資源化に向けた実証試験

◆固形燃料の農業や公共施設における利用の推進

◆再生可能エネルギー事業化の取り組み

◆北麻町団地（１棟８戸）の建替え

◆耐震改修促進事業や住宅リフォーム助成事業

◆空き家の適正管理に向けた条例制定の検討

◆扇山橋・南１号８線橋の架け替え、東６線橋の改修

◆錦町公園・みどり公園・桂木緑地など５つの公園の遊
　具の更新

◆東２条１、東６条、西８条２、扇緑町本通りの市道整備

産業振興・雇用の創出
◆富良野市農業担い手育成センターにおける栽培用ハ
　ウスの整備・研修体制の充実

◆民有林育成推進事業による森林整備

◆中小企業振興総合補助金の活用促進

◆プレミアム付商品券の継続支援

◆原料ぶどうの改植・新植に取り組みやすい環境づくり
　と新たな担い手の育成

◆サイクルツーリズムの推進

◆観光客の効果的な誘導を図るサイン計画の策定

市民との協働
◆地域とコミュニティ活動推進員の連携強化

◆町内会の加入促進

◆「地域おこし協力隊」を山部・東山に派遣

◆移住定住・交流人口拡大の取り組み

市市政政執執行行方方針針

近年、全国各地で頻発する集中豪雨の

災害対策として、市街地排水路の整備

に着手する。今後、計画的な排水整備

を進めていく。（写真は平成２２年に起き

た集中豪雨。ひまわり幼稚園前）

市街地の排水路整備
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基
本
的
な
考
え
方

　
第
５
次
富
良
野
市
総
合
計
画

を
基
本
と
し
、
教
育
の
原
点
で
あ

る
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の

と
れ
た
児
童
生
徒
の
着
実
な
育

成
を
基
本
に
 据
 え
、「
す
べ
て
は

す

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
を
合
言

葉
に
、
子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可

能
性
を
伸
ば
す
学
校
教
育
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
心
身
と
も
に
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る

充
実
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
あ
ら
ゆ
る
機
会
や

場
所
に
お
い
て
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
学
ん
だ
成
果
を
適

切
に
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

富
良
野
市
第
２
次
学
校
教
育
中

期
計
画
に
も
と
づ
き
、「
自
立
と

共
生
の
未
来
を
 拓
 く
　
心
豊
か

ひ
ら

で
た
く
ま
し
い
人
を
育
む
」
こ
と

を
基
本
理
念
に
、
子
ど
も
た
ち
が

変
化
の
激
し
い
時
代
を
た
く
ま

し
く
生
き
抜
き
、
自
ら
の
未
来
や

社
会
を
拓
く
生
き
る
力
を
オ
ー

ル
富
良
野
で
育
ん
で
い
く
こ
と

を
掲
げ
た
『
富
良
野
市
Z
E
R
O

運
動
』
の
推
進
に
よ
り
、
各
学
校

や
教
職
員
な
ど
が
教
育
の
原
点

を
見
つ
め
直
し
、
主
体
性
や
向
上

性
を
基
軸
と
し
た
教
育
実
践
の

輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て

　
社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
学

習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
豊
か
な
心

身
を
育
み
充
実
し
た
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
、
第

６
次
社
会
教
育
中
期
計
画
に
も

と
づ
き
、
自
主
的
な
学
習
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成

果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で

き
る
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ
す

と
と
も
に
、
平
成
　
年
度
か
ら
の

２８

次
期
社
会
教
育
中
期
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教教育育行行政政執執行行方方針針 全全文文ははホホーームムペペーージジにに掲掲載載

学力の向上
◆「全国学力・学習状況調査」の結果
　を踏まえ、学習指導方法を工夫改善

体力の向上
◆「全国体力・運動能力、運動習慣等調
　査」の結果を踏まえ、指導方法を改善

◆全国中学校スキー大会アルペン競技支援

心の教育
◆子どもと親の相談員やスクールカウン
セラー、学校教育アドバイザー、を配置

危機管理
◆学校危機管理マニュアルにもとづき、防
犯訓練及び災害発生時の実技訓練を実施

環境教育　
◆市の自然や施設を活用した環境教育を充実

情報教育
◆インターネットを安全に利用する
　ための情報モラル教育を実施

◆ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した
　学習方法を工夫、充実

高等学校教育
◆中高学力向上プロジェクトの設置

学校教育施設の整備
◆東小学校の屋外環境整備

◆麓郷小中学校の通路舗装工事・スクールゾーンの表示

少年教育
◆放課後子ども教室・学童保育センター
　の連携と少年団体の活動支援

芸術文化の振興
◆富良野演劇工場を核とした演劇文
　化の育成と情報発信

スポーツの推進
◆指導者養成やアスリートの育成・派遣・強化

文化財の保護
◆歴史的に価値のある建造物の見学
　会及び講演会の実施

読書活動の推進
◆学校における読書活動の支援や読書推進ボ
　ランティアとの連携による読書環境の充実

教育行政執行方針演説で説明した

具体的施策の一部

市内小中学校の授業支援を行うほか、

副読本の作成や、宿泊体験活動を通し

て、英会話の基礎知識を習得する「イ

ングリッシュキャンプ」、放課後英語

教室「えいごＬＡＮＤ」など富良野独

自の多彩な取り組みを実施していく

外国語指導助手４人体制

特別支援教育アドバイザーを配置し、

学校や保護者に対する相談、支援体

制の充実・強化を図っていく。また、

幼稚園、保育所、小学校、中学校、

高等学校間の円滑な引き継ぎに向け

て、保健・医療・福祉との連携を図っ

ていく

特別支援教育アドバイザーの配置
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一般会計予算　111111111111111111119999999999119億億億億億億億億億億億4444444444,,,,,,,,,,5555555555000000000000000000004,500万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円万円（前年度比10.3%増）

一般会計の概要
　一般会計は、総額１１９億4,500万円、骨格予算(※

１)であった前年度当初予算対比１１億2,000万円

（１０.3%）の増額となりましたが、認可保育所再編事

業などの大型事業があった平成２６年度６月補正後

予算との対比では８億3,400万円（△6.5％）の減額

となりました。

　第５次富良野市総合計画の前期５年間の最終年

として、実施した事業の検証を踏まえ、計画に掲げ

た施策を推進する一方、事業の優先順位や事業内容

を精査し予算を計上しています。

《歳出》

　前年度が骨格予算であったため、新たに取り組む

「市街地排水路整備事業」や「東２条１道路改良舗

装事業」及び「墓地造成事業」など道路、橋りょう、

公園などの整備にかかる普通建設事業費が大幅な

増額となり、さらに「自立支援給付費」や「障害児

通所給付費」、子ども・子育て支援法により新制度

として実施する「子ども子育て支援給付費」などの

福祉関係費の伸びもあり、前年度当初予算対比１１億

2,000万円の増額となりました。

《歳入》

　市税については、市民税が景気回復の動きを受け

法人関係税の伸びが見込まれる一方、固定資産税は、

３年に１度の評価替えによる土地・家屋の減収、た

ばこ税は、昨年度の消費税率改正によりさらに販売

本数の減少傾向が続くものとみて、前年度当初予算

対比７００万円（△0.3％）の減収を見込んでいます。

　地方交付税は、国の地方財政対策、各項目におけ

る基礎数値などを勘案し、前年度当初予算対比

3,200万円（0.6%）の増額となりますが、地方交付

税の振替分である臨時財政対策債(※２)を加えた実

質の地方交付税では、前年度当初予算対比1,100万

円（△0.2%）の減額を見込んでいます。

地方交付地方交付税税
4499億億2,202,2000万円万円

市市税税
2244億億4,304,3000万円万円
固固定資産税、たばこ定資産税、たばこ税税
の減少により△70の減少により△7000
万円(△0.3％万円(△0.3％))

国庫支出国庫支出金金
1155億億101000万円万円
国国の施策による交付金・の施策による交付金・補補
助金などの減少により助金などの減少により△△
2億4,500万円(△14.0％2億4,500万円(△14.0％))

市市債債
88億億7,907,9000万円万円
認認可保育所再編事可保育所再編事業業
など大型事業の減など大型事業の減少少
により△6億5,000により△6億5,000万万
円(△42.5％円(△42.5％))

道支出道支出金金
99億億2,302,3000万円万円
子子ども子育て支援交ども子育て支援交付付
金などの増加により+金などの増加により +11
億6,600万億6,600万円円(＋22.0％(＋22.0％))

財産収財産収入入
4,504,5000万円万円

分担金・負担分担金・負担金金
1億3,701億3,7000万円万円

民生民生費費
3388億億3,303,3000万円万円
認認可保育所再編事業可保育所再編事業のの
完了、国の「臨時福祉完了、国の「臨時福祉給給
付金・子育て世帯臨時付金・子育て世帯臨時特特
例給付金給付事業」の例給付金給付事業」の給給
付事務の減により△1付事務の減により△100
億4,300万円億4,300万円((△21.4%)△21.4%)

総務総務費費
2211億億2,302,3000万円万円土木土木費費

11６６億億3,803,8000万円万円
市市街地排水路整備街地排水路整備事事
業費や橋りょうな業費や橋りょうなどど
の整備により+2の整備により+2億億
1,400万円(+15.0%1,400万円(+15.0%))

公債公債費費
1111億億707000万円万円

教育教育費費
1100億億5,305,3000万円万円

商工商工費費
22億億9,209,2000万円万円
市市街地再開発街地再開発事事
業の完了によ業の完了によりり
△1億5,700万△1億5,700万円円
(△34.9%(△34.9%))

農林業農林業費費
66億億8,308,3000万円万円
多多面的機能支面的機能支払払
事業費の増に事業費の増によよ
り+1億100万り+1億100万円円
(+17.4%(+17.4%))

衛生衛生費費
99億億7,607,6000万円万円

そのその他他
4,904,9000万円万円

予予 
平 成 ２平 成 ２ ７７ 年 度年 度

の 概の 概 要要

※その※その他他
77億億3,903,9000万円万円

入歳 出歳

算算 

議会議会費費
11億億9,109,1000万円万円

平成27年度の一般会計、特別会計及び公　平成27年度の一般会計、特別会計及び公営営

企業会計の予算総額は、200億8,110万円と企業会計の予算総額は、200億8,110万円と前前

年度当初予算対比で16億170万円（8.7%）年度当初予算対比で16億170万円（8.7%）のの

増額となりました。その概要をお知らせしま増額となりました。その概要をお知らせしますす

使用料・手数使用料・手数料料
1億6,701億6,7000万円万円

地方譲与地方譲与税税
1億8,901億8,9000万円万円

※平成２６年度６月補正後
予算との比較6.5％減
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市民１人当たり
行政経費

513,896円

市民１人当たり
市税負担額

105,112円

※算出に用いた人口は、平成２７年２月末現在の人口 (２３,244人) です

特別会計 ６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６億億億億億億億億億億億7777777777,,,,,,,,,,222222222200000000007,2000000000000万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円万円
（前年度比6.6%増）

企業会計 １１１１１１１１１１４４４４４４４４４４１４億億億億億億億億億億億6666666666,,,,,,,,,,444444444411111111116,4100000000000万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円万円
（前年度比5%増）

前年度比金　　額

＋10.8％33億9,760万円国 民 健 康 保 険

＋0.7％20億   150万円介 護 保 険

△3.7％3億   820万円後期高齢者医療

△5.9％2,700万円公設地方卸売市場事業

＋6.5％7億9,320万円公共下水道事業

＋28.0％1億4,450万円簡 易 水 道 事 業

＋6.6％66億7,200万円計

前年度比金　　額

＋7.6％7億4,370万円水 道 事 業

＋2.3％7億2,040万円ワ イ ン 事 業

＋5.0％14億6,410万円計

特別会計の概要
　国民健康保険特別会計が保険財政共同安定化事

業の増額などにより、前年度対比３億3,200万円

（10.8%）の増額、介護保険特別会計は、介護サー

ビス給付費の増額により1,400万円（0.7%）の増額、

後期高齢者医療特別会計は、北海道後期高齢者医療

広域連合への保険料納付金の減額により、1,200万

円（△3.7％）の減額、公設地方卸売市場事業特別

会計は、施設修繕料などの減額により、200万円

（△5.9％）の減額、公共下水道事業特別会計は、長

寿命化計画実施設計委託料などの増額により4,800

万円（6.5%）の増額、簡易水道事業特別会計は、取

水施設整備工事などにより3,200万円（28.0%）の

増額となったことから、６つの特別会計の総額では

前年度対比４億1,300万円（6.6%）の増額となって

います。

企業会計の概要
　水道事業会計は、収益的支出で富良野道路に係る

受託工事の減額、資本的支出で電気計装設備更新工

事、送水管移設工事などの施設整備費の増額などに

より、会計全体で前年度対比5,300万円（7.6%）の

増額となっています。

　ワイン事業会計は、資本的支出で資産取得費、製

品製造費の増額などにより会計全体で前年度対比

1,700万円（2.3%）の増額となっています。

（※１）骨格予算
　市長選挙を控え、新規の施策や政策に係る経費

を抑え、年度当初から必要な経費を中心に編成す

る予算を「骨格予算」といいます。

　一方、選挙後に、政策に係る経費を追加した予

算を「肉付け予算」といいます。

（※２）臨時財政対策債
　国の地方交付税として交付するべき財源が不足

した場合に、地方交付税の交付額を減らして、そ

の穴埋めとして、地方公共団体が臨時財政対策債

を発行します。償還に要する費用は後年度の地方

交付税で措置されるため、実質的には地方交付税

の代替財源と見ることができます。

一般会計・特別会計・企業会計総額

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総予算総額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額

予予算算のの概概要要

 用 語 解 説 

222222222222222222220000000000000000000020000000000000000000000億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億
88888888888888888888,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1111111111111111111111111111111111111111　8,11000000000000000000000万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円万円 （前年度比8.7%増）

一般会計予算が平

成２６年度４月の骨

格予算（※１）と

の比較のため8.7％

増。６月補正後と

比較すると１.7％減
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調
査
の
結
果
、
労
働
力
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労
働
力
で
も
、
熟
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労
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力

（
※
２
）
の
減
少
が
労
働
力

不
足
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

熟
練
労
働
力
の
減
少
を
 補
 
ほ

 填
 す
る
た
め
、
単
純
労
働
力

て
んへ

の
需
要
が
高
ま
り
、
供
給

が
追
い
付
か
ず
労
働
力
不

足
が
起
き
て
い
た
の
で
す
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
単
純

　
近
年
、
各
方
面
で
の
労
働
力
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
富
良
野
市
の
農
業
で
も
同
様
な
事
態
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
の
解
消
に
向
け
て
、
市
は
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
北
海
道
大
学
農
学
部
と
共
同
調
査

を
３
年
間
実
施
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

富良野市農村資源及び人材活用調査結富良野市農村資源及び人材活用調査結果果　  鰹鰹問問 農林課農林課拶拶３９‐２３０９３９‐２３０９

平成２４～２６年平成２４～２６年度度

労
働
力
を
一
層
確
保
し
よ

う
と
し
て
も
困
難
で
す
。
そ

の
た
め
、
熟
練
労
働
力
の
発

掘
と
、
単
純
労
働
力
を
熟
練

化
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
で
、　

年
後
に
は
多
く
の

１０

熟
練
労
働
力
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
認
識
に

至
り
ま
し
た
。

条
件
次
第
で
可
能
性
あ
り

　
平
成
　
年
度
の
調
査
で

２５

は
、
育
成
・
確
保
対
象
を
明

確
に
す
る
た
め
、
ま
ず
前
年

度
の
調
査
結
果
を
見
直
し

ま
し
た
。
見
直
し
の
結
果
、

高
齢
リ
タ
イ
ア
農
家
、
市
街

地
住
民
、
農
作
業
ヘ
ル
パ
ー

（
※
２
）
が
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
判
断
し
、
農
業
従

農
業
労
働
力
を
徹
底
調
査

農
作
業
ヘ
ル
パ
ー
・
若
い
成
年
女
性
に
可
能
性

農
業
労
働
力
の
確
保
に
向
け
た
調
査
概
要

《
Ｈ
　
年
度
》

２４

◆
農
業
労
働
力
の
需
給
構
造
調
査

　
農
家
で
の
農
業
労
働
力
の
利
用
状
況
と
、
各
種
業
者
の
供

給
状
況
を
調
査
し
、
市
内
の
農
業
労
働
力
の
需
給
構
造
と
と

も
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

《
Ｈ
　
年
度
》

２５

◆
農
業
の
雇
用
労
働
力
確
保
に
関
す
る
調
査

　
平
成
　
年
度
の
調
査
を
踏
ま
え
、
高
齢
リ
タ
イ
ア
農
家
、

24

市
街
地
住
民
、
農
作
業
ヘ
ル
パ
ー
（
※
１
）
に
焦
点
を
当
て

て
、
農
業
従
事
状
況
や
今
後
の
従
事
意
向
な
ど
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

《
Ｈ
　
年
度
》

２６

◆
市
民
農
業
従
事
意
向
調
査

　
平
成
　
年
度
の
調
査
を
掘
り
下
げ
る
た
め
、
街
頭
ア
ン

25

ケ
ー
ト
と
市
街
地
全
戸
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
市
街

地
住
民
の
農
業
従
事
意
向
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

（※１）農作業ヘルパー：日本全国から募集される20～40歳台の農業従事者。ピー

ク時には120名を超える年もある。一般的には農作業期間中の雇用のため、冬期

には市外に転出し、翌年戻ってくるかは本人次第。
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珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

北海道大学農学部の小林国之助教を招き、この調査の結果報告会を下記のとおり行います北海道大学農学部の小林国之助教を招き、この調査の結果報告会を下記のとおり行います。。

■とき ４月１７■とき　４月１７日日鰹鰹金金 午後７時～ ■ところ 保健センター会議室 ■問合せ 農林課39‐2  午後７時～　　■ところ　保健センター会議室　　■問合せ　農林課39‐2303099

事
に
関
す
る
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
齢
リ
タ
イ
ア
農
家
で

は
、
従
事
し
な
い
、
で
き
れ

ば
従
事
し
た
く
な
い
と
の

意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
リ
タ
イ
ア
し
た
の
に
再

度
携
わ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
、

生
産
方
針
の
相
違
に
よ
る

衝
突
の
懸
念
な
ど
が
背
景

と
し
て
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。　

　
市
街
地
住
民
で
は
、
子
育

て
世
代
の
女
性
が
多
く
、
短

時
間
従
事
の
傾
向
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
作
業
ヘ
ル
パ
ー
で
は
、

一
定
数
に
お
い
て
定
住
し

て
農
業
従
事
を
継
続
し
た

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
意
見
を
反
映
し
て
、

平
成
　
年
　
月
に
開
設
さ

２６

１２

れ
た
農
業
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
で
は
、
安
定
し
た
従

事
環
境
の
提
供
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
予

定
で
す
。

若
い
成
年
女
性
が
有
望

　
平
成
　
年
度
の
調
査
結

２５

果
か
ら
、
さ
ら
に
対
象
を
明

確
に
す
る
た
め
、
平
成
　
年
２６

度
は
、
市
内
４
カ
所
で
街
頭

ア
ン
ケ
ー
ト
と
市
街
地
住

民
へ
の
全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
全
戸
ア

ン
ケ
ー
ト
は
世
帯
主
と
そ

の
配
偶
者
に
回
答
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
性
別
・
年
齢
別
の
農
業
従

事
意
向
は
、
女
性
の
方
が
男

性
よ
り
従
事
意
向
が
高
く
、

し
か
も
若
年
齢
で
あ
る
ほ

ど
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
従
事
条
件

と
し
て
、
多
く
の
女
性
が
子

育
て
の
融
通
を
挙
げ
て
お

り
、
子
育
て
世
代
の
女
性
に

お
い
て
潜
在
的
な
従
事
希

望
層
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
方
は
従
事
経

験
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
短
期

的
に
は
熟
練
労
働
力
の
代

わ
り
と
し
て
期
待
で
き
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

熟
練
労
働
力
も
最
初
は
初

心
者
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
長

く
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
美
し
い
田
園

景
観
を
守
る
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
参
加
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
今
後
は
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

若い成年女
性に、意向
があるわね。

（※２）熟練労働力：作業手順や作業内容をほぼ熟知し、詳細な指示がなくても作業可能な従事者。

市街市街地地

住住民民

農作農作業業

ヘルパヘルパーー

熟練度

高

中

小

大幅減大幅減少少

育成・確育成・確保保
元農元農家家

ななどど

ＨＨ2244～～2266年年度度調調査査概概略略

農業担い手農業担い手育育
成センター成センターでで
対策・推進予対策・推進予定定

0

5

10

15

20 女性

男性

８０代７０代６０代５０代４０代３０代２０代

■農業従事意向
（％）

１９％

１５％

１０％

調査報告会を開催しま調査報告会を開催しますす
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鰹問 
選
挙
管
理
委
員
会
　
拶
３
９
‐
２
３
２
４

富
良
野
市
議
会
議
員

富
良
野
市
議
会
議
員
選選
挙挙

４
月

日

４
月
　
日
 鰹鰹日日 
 はは

２６２６

の
投
票
日
で

の
投
票
日
で
すす

算
投
票
で
き
る
方

　
平
成
７
年
４
月
　
日
ま
で
に
生
ま

２７

れ
た
方
で
、
本
年
１
月
　
日
ま
で
に

１８

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、

４
月
　
日
ま
で
引
き
続
き
市
内
に
住

１８

所
の
あ
る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
投
票
日
前
日
（
４
月
　
日
）

２５

ま
で
に
ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
し
た

方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

算
投
票
所
入
場
券
（
兼
宣
誓
書
）

　
投
票
所
入
場
券
は
、
住
民
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
し
ま
す
。

誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合
に
は
、
富

良
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券

は
、
忘
れ
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

を
な
く
し
た
場
合
に
は
、
当
日
投
票

所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
入
場
券
の
発
送
予
定
日

　
　
　
　
４
月
　
日
頃

１５

算
期
日
前
投
票

●
期
日
前
投
票
所

噛
市
役
所
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　
４
月
　
日
鰹月 
～
４
月
　
日
鰹土 

２０

２５

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８
時

３０

噛
山
部
・
東
山
支
所

　
４
月
　
日
鰹火 
～
４
月
　
日
鰹土 

２１

２５

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
期
日
前
投
票
の
方
法

　
投
票
所
入
場
券
裏
面
の
「
期
日
前

投
票
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
期
日
前
投
票
所
へ
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

算
不
在
者
投
票

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
投
票
所

に
行
け
な
い
方
は
、
自
宅
な
ど
で
投

票
用
紙
に
記
載
し
、
郵
送
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
戦
傷
病
者
の
手
帳
、
ま
た
は

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
選
挙
管
理
委
員

会
が
発
行
し
た
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

を
持
っ
て
い
る
方
で
す
。
郵
便
投
票

証
明
書
の
交
付
を
新
た
に
受
け
た
い

場
合
は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
道
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

た
施
設
（
北
の
峰
病
院
・
ふ
ら
の
西

病
院
・
協
会
病
院
・
北
の
峯
ハ
イ
ツ
・

寿
光
園
・
老
人
保
健
施
設
ふ
ら
の
・

す
ま
い
る
ふ
ら
の
）
の
入
院
患
者
や

入
所
者
は
、
施
設
内
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

●
他
市
町
村
に
滞
在
中
の
方

　
滞
在
中
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
し
ま
す
。
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
に
不
在
者
投
票
申
請
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
日
当
日
ま
で
に
満
　
歳
に
な
る
方

２０

●
富
良
野
市
の
不
在
者
投
票
所

市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

　
４
月
　
日
鰹月 
～
４
月
　
日
鰹土 

２０

２５

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８
時

３０

※
山
部
・
東
山
支
所
で
は
不
在
者
投

票
は
で
き
ま
せ
ん
。

八幡丘会館
午前７時
～午後４時

御園会館・育良会館・布部会館・扇

山公民会館・鳥沼会館・布礼別集落

センター・麓郷集落センター・山部

北星地区コミセン・山部南陽地区コ

ミセン・東山支所・西達布集落セン

ター・老節布会館

午前７時
～午後６時

市役所・西地区コミセン・勤労青少

年ホーム・東春地区コミセン・南コ

ミセン・東部児童センター・北の峰

コミセン・山部福祉センター

午前７時
～午後８時

算投票時間と投票所

仕事等による場合１号
旅行等による場合２号
病気等による場合３号

投票所入場券裏面の右側

期日前投票宣誓書　平成２７年４月２３日

フラノ　　ハナコフリガナ

富良野　花子氏　名

平成元年１月１日生年月日

↓表面住所と違う場合のみ記入してください。

住　所

１~３号までの理由の該当する数字ひとつに○

私は、富良野市議会議員選挙の執行当日、
上記の事由に該当する見込みです。上記の
事実が相違ないことを誓い、併せて投票用
紙の交付を請求します。

期
日
前
投
票
所
に
来
る
日
を
書
い
て
く
だ
さ
い

本
人
の
自
筆
で
すあ

て
は
ま
る
も
の
に
○
を
一
つ
つ
け
て
く
だ
さ
い

宣誓書の
書き方
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上川管内教育実践表彰　

学校読み聞かせクラブ
（木村  恵  美  子  代表）

え み こ

成１４年の発足以来、読書を通じた地域の教育力向

上をめざし、市内小学校での読み聞かせ活動のほ

か、読み聞かせ研修会などを企画・運営し、参画する

人材の育成に取り組んでいます。そうした地域におけ

る読書活動の充実発展に、大きな成果を上げた功績が

認められ受賞されました。

平

北海道善行賞　　　　

里  清 さん 
きよし

（６１歳）山部

和６１年に富良野市交通安全指導員に就任し

て以来、入学シーズンには早朝から登校児

童の交通指導を行うほか、各期の交通安全指導

にも率先して出動するなど、交通安全活動に尽

力された功績が認められ受賞されました。

昭

交通安全功労者

表彰

北海道善行賞　　　　

山本  範  幸 さん 
のり ゆき

（５４歳）東山

成５年に富良野市交通安全指導員に就任し

て以来、各期の交通安全指導をはじめ、地

域のイベントや交通安全啓発にも積極的に出動

するなど、交通安全活動に尽力された功績が認

められ受賞されました。

平

ＨＡＬ農業賞　　　　

農業生産法人

(株)天間農産本舗
（ 天  間  

てん ま

 幸  博  代表）
ゆき ひろ

培技術の向上により、作物の市場からの評価が

高く、また、農地の遊休化を避けるため、積極

的に受け皿となっています。さらに地元住民の雇用

に貢献。従業員社宅の整備など雇用環境の充実にも

努めており、その功績が認められ受賞されました。

栽

優秀賞

北海道社会貢献賞　　　

富良野市

交通安全指導員会
（藤原  稔  会長）

みのる

成９年の発足以来、交通事故死ゼロをめざし、

春と秋の交通安全運動、街頭パトロールなど積

極的に取り組んでいます。平成２６年度は、自主活動

を含め延べ９５回、６９２人が活動に従事するなど交通安

全活動に尽力された功績が認められ受賞されました。

平

交通安全
優良実践団体

交通安全功労者

▲クラブのメンバーは、基本的に自分の子どもが通う（通っ
ていた）学校（富良野小・扇山小・東小・鳥沼小・布部小）
で読み聞かせ活動を行っており、クラブは本選びなどに関す
る情報交換の場として主に機能している。メンバーは「学校
の様子や子どもの成長がわかるのが良い」とやりがいを語る
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パブリックコメントの実施結果をお知らせします

※パブコメ
パブリックコメントの略称で、市の政策や制度などを決定す
る際に、広く市民のみなさんに意見を募る手続きのことです。

コ メパ ブ

【
意
見
虚
】

　
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
意
見
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
年
毎
の
介
護
保
険
事
業
の
見
直
し

に
も
と
づ
き
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
を

行
う
と
の
こ
と
で
、「
案
作
成
の
理
由
及

び
概
要
」
に
あ
る
よ
う
に
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
及
び
団
塊
世

代
の
高
齢
化
を
見
据
え
た
改
正
と
の
理

由
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
も
団
塊

世
代
市
民
と
し
て
、
こ
の
制
度
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
料

金
改
正
は
「
仕
方
が
な
い
」
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
我
が
国
は
「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
と
称
し
て
、

消
費
税
を
昨
年
3
％
、
１
年
数
カ
月
後

に
は
2
％
上
げ
、
5
％
の
増
税
を
負
担

し
ま
す
。
こ
れ
は
平
均
的
世
帯
で
年
約

　
万
円
の
負
担
増
（
一
部
マ
ス
コ
ミ
発

11表
）
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
多
く
の
国
民
は
社
会
保
障
が
よ
り
充

実
し
、
高
齢
者
を
含
め
社
会
的
弱
者
を

救
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
信
じ
、
増
税

を
容
認
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
 翻
 っ
て
、
私
た
ち
地
域
の
現
状
を
み

ひ
る
が
え

て
も
、
特
別
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
兆
し
を
感
じ
る

と
い
う
こ
と
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ

ん
。
逆
に
、
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
・

介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
不
足
・
要
支
援
部
分

の
切
り
離
し
・
介
護
施
設
の
不
足
な
ど

制
度
そ
の
も
の
の
継
続
に
不
安
を
感
じ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
施
策
（
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
落
と
し
て
も
支
出
を
抑
え

る
）
と
富
良
野
市
の
介
護
保
険
事
業
計

画
（
保
険
料
を
上
げ
て
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
）
と
の
整
合
性
は
ど
の
よ
う

に
担
保
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
保
険

料
だ
け
が
上
が
り
、
サ
ー
ビ
ス
は
低
下

す
る
よ
う
な
事
態
が
起
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
国
も
地
方
も
国
民
に
丁
寧

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
そ
こ
で
、
私
た
ち
が
望
む
こ
と
は
介

護
事
業
の
「
見
え
る
化
」
で
す
。
地
域

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声
を
聞
き
、

画
一
的
で
は
な
く
個
々
の
求
め
る
サ
ー

ビ
ス
を
補
完
す
る
努
力
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
結
果
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

「
声
」
と
し
て
介
護
事
業
の
充
実
を
感
じ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
充
実
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
、
東
山
地
区
に
も
小
規

模
多
機
能
施
設
な
ど
の
誘
致
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
せ
る
地
域
、

市
民
が
と
も
に
支
え
合
え
る
ま
ち
、
福

祉
が
充
実
し
弱
者
に
目
配
り
で
き
る
行

政
、
地
方
か
ら
都
市
へ
人
口
の
流
出
が

止
ま
ら
な
い
現
状
を
変
え
る
た
め
に
も
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
、
心
豊
か
に
暮
せ

る
地
域
は
誰
も
が
望
む
は
ず
で
す
。
暮

し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
富
良
野
市

に
な
る
べ
き
で
す
。

【
意
見
許
】

　
私
自
身
、
高
齢
者
健
康
づ
く
り
及
び

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
願

い
の
も
と
、
や
す
ら
ぎ
医
学
体
操
教
室

を
平
成
　
年
４
月
に
開
設
い
た
し
ま
し

２３

た
。
教
室
で
は
医
学
体
操
を
基
本
に
、

運
動
器
症
候
群
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
の
予
防
と
改
善
を
め
ざ
し
、

各
々
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ
、
無
理
な

く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
２
つ
の
教
室
で
会
員
　
人
余

４０

り
の
方
が
、
運
動
器
の
障
害
を
持
ち
な

が
ら
も
体
操
を
続
け
る
こ
と
で
、
数
々

の
効
果
と
と
も
に
、
会
員
さ
ん
の
喜
び

の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
私
の
小
さ
な
教
室
で
は
、

幾
人
の
方
が
医
学
体
操
に
縁
し
て
健
康

づ
く
り
に
、
つ
な
げ
て
行
け
る
か
が
課

題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
が
信
頼
を
も

と
に
、
幅
広
く
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
に
は
、
行
政
の
ご
指
導
、
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
保
健
福
祉
計
画
の
一
つ
に
、
医
学
体

操
を
組
み
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
高
齢

化
社
会
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
も
の

と
思
い
、
取
り
組
み
を
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

【
回
答
】

◆
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
第
６
期
介
護
保
険
料
は
、
給
付
費
の

増
加
か
ら
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
、

素
案
で
は
基
準
月
額
4
9
0
0
円
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
度
の
介
護

27

報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
な
ど
の
影
響
を
反

映
し
、
基
準
月
額
を
4
6
5
0
円
に
見

直
し
ま
す
。

◆
消
費
税
増
税
を
財
源
と
し
た

低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

　
年
度
か
ら
消
費
税
を
財
源
と
す
る
低

27所
得
者
の
保
険
料
を
軽
減
す
る
仕
組
み

が
設
け
ら
れ
、
所
得
段
階
区
分
１
段
階

の
方
の
料
率
を
0
・
　
軽
減
し
ま
す
（
年

05

額
2
8
0
0
円
の
軽
減
）。
軽
減
の
内
容

は
介
護
保
険
法
で
規
定
さ
れ
る
た
め
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
富
良
野
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ

27

り
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
後
、
増
大
す

る
と
予
測
さ
れ
る
医
療
ニ
ー
ズ
を
併
せ

持
つ
、
中
重
度
の
要
介
護
者
や
認
知
症

高
齢
者
へ
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る

第
６
期
富
良
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）
及
び
富
良
野

市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

パ
ブ
コ
メ
実
施
期
間
　
１
月
　
日
～
２
月
３
日

１５
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果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
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果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
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果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

あなたの声が富良野を変える

サ
ー
ビ
ス
の
重
点
化
、
人
員
配
置
基
準

の
緩
和
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど

で
す
。
本
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
「
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
」
「
施
設
・
居
住
系

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
」
に
つ
い
て
、
素
案

に
具
体
的
な
内
容
を
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

介
護
人
材
確
保
の
対
策
は
、
平
成
　
年
26

度
に
「
介
護
人
材
育
成
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
国
や
道
の
関

連
事
業
と
連
携
し
、
介
護
職
員
の
安
定

的
な
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

◆
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の

整
備
に
つ
い
て

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
利

用
者
と
職
員
が
な
じ
み
の
あ
る
関
係
の

中
で
、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期

入
所
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
本
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

運
営
面
の
課
題
を
考
慮
し
、
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
（
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
と
の
併
設
に
よ
り
1
施
設

を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
は
「
日
常
生

活
圏
域
」
ご
と
に
必
要
な
整
備
数
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
「
日

常
生
活
圏
域
」
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
る
た
め
、
市
内
全
域

を
ひ
と
つ
の
「
日
常
生
活
圏
域
」
と
し

て
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本

計
画
で
は
市
内
全
域
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
中
に
東
山
地
区
へ
の
整
備
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
し
続
け
る
た
め
、
必
要
な
支

▼市民参加手続をご存知ですか？
　「市民参加手続」とは、市の仕事の決定に市民の意見を反映させるため、その企画立案段階において、事前に

方法や時期などを定めて市民の意見を聴くことです。市民参加手続の方法はいくつかあり、ホームページ、行

政情報コーナー（市役所、文化会館、図書館、山部・東山支所に設置）、担当窓口で計画を公表し、広く意見を

募る「パブリックコメント手続」や意見交換会（各団体との意見交換会、地域懇談会）などもその一つです。

援
を
一
体
的
に
提
供
し
て
い
く
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
、
今
後
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
多
様
な
支
援
の
充
実

に
つ
い
て

　
高
齢
者
世
帯
へ
の
日
常
生
活
上
の
困

り
ご
と
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
や
関
係
機
関
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
介
護
予
防
に
携
わ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
「
協
議

体
」
を
組
織
し
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
と

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
り
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
に
つ
い
て

　
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
自
主
的
な

活
動
が
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
生
き
が

い
と
な
り
、
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
本
計
画
で
は
、

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ

れ
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
高
齢

者
を
年
齢
や
心
身
の
状
況
で
分
け
る
こ

と
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通

じ
て
参
加
者
や
住
民
主
体
の
集
い
の
場

が
継
続
的
に
拡
大
し
て
い
く
仕
組
み
と

し
て
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
支
援
す

る
ほ
か
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
経
験

を
活
か
し
運
動
機
能
改
善
や
認
知
症
予

防
に
効
果
の
あ
る
住
民
主
体
の
運
動
の

場
で
、
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
を
自

主
的
に
取
り
組
む
地
域
活
動
の
活
性
化

を
促
進
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
住
民
主
体
の

活
動
が
、
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
ま

ち
を
築
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

意
見
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

鰹問 
福
祉
支
援
課
    拶
３
９
‐
２
２
５
５

情
報
共
有
と
市
民
参
加
手
続

【
意
見
】

　
９
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
に
行
わ
れ

３０

１１

２７

た
「
市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
」
が

懇
談
の
質
疑
詳
細
に
つ
い
て
早
く
終
え

た
と
こ
ろ
で
は
４
カ
月
、
遅
く
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
で
は
２
カ
月
経
過
す
る
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
全
く
公
表
さ
れ

て
い
な
い
の
は
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
以
前
は
終
え
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次

公
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
た
懇
談
会
は
市
に
と
っ
て
も
重

要
な
行
事
で
あ
る
は
ず
で
、
遅
れ
に
気

付
い
た
場
合
、
指
摘
し
促
進
を
促
す
仕

組
み
は
市
に
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

【
回
答
】

　
今
年
度
の
地
域
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
会
場
で
の
懇
談
会
終
了
後
の

　
月
か
ら
取
り
ま
と
め
、
確
認
作
業
に

12時
間
を
要
し
た
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
終
了
後
、

1
カ
月
以
内
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

で
き
る
よ
う
終
了
地
区
分
を
そ
の
都
度

整
理
し
、
各
担
当
部
へ
の
確
認
を
行
い

随
時
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鰹問 
企
画
振
興
課
拶
３
９
‐
２
３
０
４

【
意
見
】

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
の
際
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
審
議
会
な
ど
の
討
議

 顛
  末
 を
参
考
に
と
思
っ
て
良
く
閲
覧
す

て
ん
 ま
つ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
職
員
が
作
成

し
た
も
の
を
追
認
し
て
い
る
だ
け
で
、

各
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
は
ず
の
専
門
家
、

有
識
者
の
声
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
優

秀
な
た
た
き
台
の
議
案
と
言
え
ば
そ
れ

ま
で
で
あ
る
が
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
出
た
意
見
や
疑
問
に
つ
い
て
は
よ

り
丁
寧
に
答
え
て
欲
し
い
。
最
近
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
応
募
が
わ
ず
か
し

か
な
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】

　
審
議
会
に
つ
い
て
は
、「
資
料
の
事
前

配
布
」
や
「
論
点
を
明
確
に
す
る
」
な

ど
審
議
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。
意
見
を
踏
ま
え
、
よ
り
審

議
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
出
て
き
た

意
見
や
疑
問
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検

討
事
項
で
す
が
、
例
え
ば
「
意
見
反
映
」

や
「
一
部
反
映
」
な
ど
、
意
見
の
反
映

の
状
況
が
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
、

回
答
す
る
方
向
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
年
度
実
績

26

に
つ
い
て
は
、　

件
実
施
の
う
ち
７
件

18

で
意
見
の
応
募
が
あ
り
、　

人
の
方
か

11

ら
　
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

20

（
平
成
　
年
2
月
末
現
在
）

27

鰹問 
企
画
振
興
課
拶
３
９
‐
２
３
０
４

市
民

声声
の
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東町３町内会

▲災害に関するクイズを交えながら、防災の講習を受ける参加者

住民主体の防災活動

成
　
年
　
月
に
、
季
節
外

２５

１０

れ
の
大
雪
に
よ
る
停
電
や

道
路
の
寸
断
な
ど
が
発
生
し
た

富
良
野
市
。
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
、

各
地
域
で
は
、
住
民
に
よ
る
防

災
訓
練
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
３
月
８
日
に
は
、
東
町
３
町

内
会
（
村
本
 芳
  信
 会
長
）
が
町

し
げ
 
の
ぶ

内
会
と
し
て
初
め
て
防
災
訓
練

を
実
施
。
東
春
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
避
難
場
所
と

し
、
約
　
人
の
町
内
会
会
員
や

５０

行
政
機
関
な
ど
が
集
ま
り
、
暴

風
雪
に
よ
る
大
停
電
を
想
定
し

た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
事
前
に
役
割
分
担

を
せ
ず
、
町
内
会
役
員
を
中
心

に
、
当
日
役
割
を
決
め
る
本
番

さ
な
が
ら
の
内
容
で
実
施
。
午

前
　
時
に
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
か
ら
、

１０
訓
練
の
放
送
が
流
さ
れ
、
セ
ン

タ
ー
に
避
難
し
て
き
た
住
民
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
の
代
わ
り
に
ガ
ム
テ
ー
プ
に

氏
名
を
記
入
し
た
も
の
を
使
用
。

ま
た
、
自
宅
待
機
し
て
い
る
高

齢
者
の
救
援
活
動
も
行
う
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
時
に
お
け
る

行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　「
今
回
の
訓
練
は
、
災
害
時
に

何
が
必
要
な
の
か
、
不
必
要
な

の
か
を
検
証
す
る
た
め
に
行
い

ま
し
た
」
と
防
災
を
担
当
す
る

飯
沼
 巌
 副
会
長
は
話
し
ま
す
。

い
わ
お

「
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
来
た
ら
、

授
乳
室
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

に
な
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
を
想
定
し
た
訓
練
が
必
要

平

に
な
る
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
試
食
訓
練
で
は
、
今

回
富
良
野
オ
ム
カ
レ
ー
推
進
協

議
会
よ
り
寄
付
さ
れ
た
災
害
用

の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
が
使
用
さ

れ
、
参
加
者
は
珍
し
い
「
温
め

な
い
カ
レ
ー
」
を
美
味
し
そ
う

に
試
食
し
て
い
ま
し
た
。

　「
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な

状
況
が
起
き
た
と
き
、
地
域
住

民
に
ど
う
情
報
を
伝
え
る
の
か
、

食
糧
は
ど
う
す
る
の
か
、
水
の

確
保
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
検
証
で
き
た
」
と
話
す

飯
沼
副
会
長
。「
富
良
野
は
災
害

が
起
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

来
る
の
で
、
自
分
た
ち
が
忘
れ

な
い
た
め
に
も
定
期
的
に
続
け

て
い
き
た
い
」
と
今
後
も
住
民

主
体
の
防
災
活
動
が
積
極
的
に

行
わ
れ
ま
す
。

▲非常食の試食訓練。市よりアルファ米
などが提供され、温めなくても食べられ
るカレーライスを試食する参加者

▲参加者の中には個人
で災害時の緊急持出袋
や敷物を持参する人も
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厳
し
い
合
宿
。
毎
日
心
が
折
れ
て
い
た

―
優
勝
し
た
レ
ー
ス
に
つ
い
て

　
レ
ー
ス
は
悪
天
候
で
、
コ
ー
ス
ア
ウ
ト

す
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
を
振

り
返
る
と
、「
絶
対
ゴ
ー
ル
す
る
」
と
い

う
気
持
ち
だ
け
で
、
ど
う
や
っ
て
滑
っ
て

き
た
か
は
憶
え
て
な
い
で
す
。
結
果
が
出

た
と
き
は
、
ス
キ
ー
を
や
っ
て
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

―
こ
こ
ま
で
の
道
の
り

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
勝
て
な
く
て
厳
し
い

状
態
が
続
き
ま
し
た
。
１
カ
月
お
き
ぐ
ら

い
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

遠
征
で
国
内
外
に
行
く
の
で
す
が
、
チ
ー

ム
の
コ
ー
チ
と
意
思
疎
通
が
と
れ
な
く

て
、
結
果
も
出
ず
、
毎
日
心
が
折
れ
て
い

ま
し
た
。
辞
め
る
と
決
心
し
た
と
き
も
あ

り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
仲
間
に
支
え
ら

れ
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の

９
月
に
は
、
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
コ
ー
チ
が
「
ス
キ
ー
の
こ
と

は
忘
れ
ろ
」
と
い
ろ
い
ろ
と
尽
く
し
て
く

れ
た
こ
と
で
信
頼
関
係
が
で
き
、
ま
た
ス

キ
ー
か
ら
離
れ
た
こ
と
で
、
自
分
を
客
観

的
に
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
て
、
メ
ン

タ
ル
的
に
強
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
筋
ト
レ
も
が
む
し
ゃ
ら
に
や
る

の
で
は
な
く
、
足
り
な
い
部
分
を
重
点
的

に
鍛
え
る
な
ど
工
夫
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
体
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

体
格
差
を
「
体
幹
」「
技
術
」「
気
持
ち
」で

―
こ
れ
か
ら
の
こ
と

　
先
輩
た
ち
か
ら
「
練
習
環
境
は
富
良
野

が
良
い
よ
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、

富
良
野
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。
世
界
で
戦
う
た
め
に

は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
（
身
体
能
力
）
は
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
、
体
幹
と
技
術

と
気
持
ち
で
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
２
月
、
秋
田
県
 鹿
角
 市
の
花
輪
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等

か
づ
の

学
校
ス
キ
ー
大
会
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
女
子
回
転
で
、
富
良
野
緑
峰

高
校
３
年
の
荒
井
美
桜
さ
ん
（
今
年
３
月
卒
業
）
が
、
悲
願
の
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
春
か
ら
は
、
富
良
野
を
拠
点
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
出
場
を
め
ざ
す
荒
井
さ
ん
に
、
全
国
制
覇
ま
で
の
道
の
り
と
今

後
の
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

今

▲遠征で卒業式に出席できない荒井さ
んのために、卒業式の予行練習の際に
行った卒業証書授与式。その後、長野県
からノルウェー、新潟県などに遠征した

富
良
野
か
ら
世
界
へ

荒井  美  桜 さん（１８歳）
み お

富良野緑峰高校園芸科学科を今
年３月卒業。３年間スキー部に所
属し、３年生の最後のインターハ
イ（アルペンスキー回転競技）で
優勝した。今春からは、富良野を
拠点にアルペンスキーを続ける。
趣味は映画観賞。

▲昨年３月富良野スキー
場で行われた全国高等学
校選抜スキー大会

▲今年２月花輪スキー場
で行われた全国高等学校
スキー大会回転競技の表
彰式
※写真：緑峰高校提供
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光地域医療の
local medical care   ray of hope

　
紋
別
市
育
ち
で
、
実
家
が
開

業
医
だ
っ
た
と
い
う
内
海
先
生

は
、
岩
手
医
大
を
卒
業
後
、
旭

川
医
大
第
３
内
科
に
研
修
医
と

し
て
赴
任
、
富
良
野
協
会
病
院

で
の
初
期
研
修
、
旭
川
市
内
の

病
院
な
ど
を
経
て
、
昭
和
　
年
６０

か
ら
は
縁
あ
っ
て
富
良
野
協
会

病
院
で
勤
務
し
ま
し
た
。
協
会

病
院
で
の
　
年
間
で
、
３
人
の

１３

お
子
さ
ん
た
ち
も
大
き
く
な
り
、

す
っ
か
り
富
良
野
の
生
活
に
な

じ
ん
で
い
た
内
海
先
生
は
、
富

良
野
を
「
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る

さ
と
に
で
き
る
ま
ち
」
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
 印
 

い
ん

 鑰
 先
生
の
開
業
に
背
中

や
く

を
押
さ
れ
る
形
で
、
現
在
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た
。

　
富
良
野
の
印
象
を
、「
港
ま
ち

で
育
ち
山
の
ま
ち
へ
。
肌
に

合
っ
た
し
、
と
て
も
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
で
住
み
や
す
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
内
海
先
生
は
、

休
暇
と
天
気
が
合
え
ば
サ
イ
ク

リ
ン
グ
に
出
か
け
、
そ
ん
な
落

ち
着
い
た
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
お

孫
さ
ん
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
４

人
も
生
ま
れ
、
育
児
で
一
時
帰

省
中
の
娘
さ
ん
と
一
緒
に
お
孫

さ
ん
の
相
手
を
す
る
の
が

「
も
っ
と
も
心
が
癒
さ
れ
る
瞬

間
」
と
微
笑
み
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
公
式
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
「
Ｆ
．（
エ

フ
ド
ッ
ト
）」
に
は
、
趣
味
の
合

う
印
鑰
先
生
と
一
緒
に
立
ち
上

げ
か
ら
関
わ
り
、
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
開
業
し
て
　
年
。
内
科
の
「
か

１８

か
り
つ
け
医
」
と
し
て
多
く
の

市
民
と
関
わ
る
中
で
、
や
り
が

い
を
感
じ
つ
つ
、
大
き
な
病
院

と
の
連
携
の
大
切
さ
も
実
感
し

て
お
り
、「
こ
の
地
域
は
大
き
な

病
院
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
」

「
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
」
と

地
域
医
療
の
現
状
を
心
配
す
る

内
海
先
生
。「
機
器
の
電
子
化
な

ど
、
急
激
な
医
療
の
発
達
に
対

応
す
る
の
も
大
変
で
、
若
い
医

師
が
覚
え
る
こ
と
も
増
え
て
い

る
」
と
気
遣
う
優
し
さ
と
、
今

後
も
地
域
医
療
の
未
来
の
た
め

に
「
努
力
を
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
力
強
い
信

念
で
、
休
暇
も
そ
こ
そ
こ
に
市

民
の
健
康
を
守
り
続
け
ま
す
。

釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜
釜釜釜釜釜釜

上
手
な
医
者
の

  か
か
り
方
　
　

箇
条
 

シリーズ

※「上手な医者のかかり方　10箇条」厚生労働省研究班（1998年）から引用し、『新・医者にかか
る10箇条』NPO法人ささえあい医療人権センターCOML（コムル）を参考に作成しています。

１０

大
事
な
こ
と
は

メ
モ
を
と
っ
て

確
認

魚
１０

―

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

―
 地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
 ――
 

生生
命命
とと

健健
康康
をを

守守
るる

ま
ち
の
お
医
者
さ

　
ま
ち
の
お
医
者
さ
んん
韻韻

▲内海内科クリニック
（弥生町６番３１号）

▲グレートアース富良野ラ
イドにて

内
海
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

内
海

う
つ
み

真

院
長

ま
こ
と

メ
モ
を
取
っ
て

い
る
か
ら
心
配

な
し
！

な
ん
か
大
事
な

こ
と
を
忘
れ
て

い
る
気
が
…
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　中富良野　

フラワーパーク・森林公園
５月１日オープン

　四季折々に色彩の変貌をみせるフラワー
パークと森林公園は自然を身近に感じられ
る場として親しまれています。天気のいい日
はお弁当を持って家族みんなでピクニック
なんていかがですか。

鰹問 産業建設課　拶４４‐２１２３

　南富良野　

道の駅に来ませんか？
　国道３８号線沿いにある南ふらの物産セン
ターには、地元産の食材を使用したメニュー
のあるレストランや特産品をはじめ、友好の
町である沖縄県本部町の特産品などもあり
ます。また、幻の淡水魚イトウなどが水槽の
中に見ることができるなど、ドライブの休憩
に、ぜひお立ち寄りください。

鰹問 南富良野町振興公社　拶５２‐２１００

　占冠　

道の駅「自然体感しむかっぷ」
　道東自動車道占冠ＩＣから約１キロの位
置にある道の駅の館内には飲食店やお土産
品店が並び、地元の季節の野菜も販売されま
す。５月には、道の駅の前で山菜市が催され、
採りたての山菜をはじめ、ヤマメの塩焼きや
エゾシカのローストなど、占冠村の味を堪能
することができます。ドライブの際にはぜひ、
お立ち寄りください。

鰹問 占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

　上富良野　

深山峠さくら園
　上富良野町と美瑛町の境界となる、深山峠
にあるさくら園です。雪をいただく十勝岳連
峰と美しい桜を同時に眺められ、お花見や写
真撮影の場所としても最適！例年、５月上旬
が見ごろになります。

場　所　上富良野町西6線北31号
　　　　（Patisserie Merci向かい駐車帯あり）

鰹問 産業振興課　拶４５‐６９８３

ちょっくら

となりまち

果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

　ふらのワインロゼは、１９７９年に期間限定で市民

しか買えない市民還元ワインとして販売を開始

しました。その後２０００年に一般販売も開始しまし

たが、価格については当時の還元ロゼとふらのワ

イン赤・白との差を考慮し、一般販売ロゼの価格

を安く据え置いた経緯があります。

　しかしながら、赤・白と同様の工程（広報３月

号参照）・経費で製造していること、近年の電気

料金の値上げ、資材価格の上昇などの影響もあり、

価格を赤・白と同額で販売することにしました。

　改定の対象となる商品は、表のとおりです。価

格改定は、平成２７年４月１日より実施します。ご

理解いただきますよう、よろしくお願いします。

ロゼワイン「価格改定」のお知らロゼワイン「価格改定」のお知らせせ

改定後価格
（税込）

改定前価格
（税込）

容量品名

1,281円1,044円７２０mlロゼ（ラベンダー香
付きラベル含む） ６９０円５４９円３６０ml

1,029円８２２円７２０ml市内限定販売ロゼ

4,159円3,835円７２０ml赤・白・ロゼ３本ギフ
トセット（ラベンダー
香付きラベル含む） 2,329円2,189円３６０ml

2,329円2,172円３６０ml
赤・白・ロゼ３本
キャリーバック

鰹鰹問問 ワイン工ワイン工場場

拶拶２２‐３２４２２‐３２４２２

春の市内限定特価「赤」発春の市内限定特価「赤」発売売
　ふらのワインをご愛顧いただい

ているみなさんへ感謝の気持ちを

込めて、赤ワインを格安で特別販売

をします。

　市内の酒販店でお買い求めくだ

さい。

対象商品　ふらのワイン　赤　７２０ml

小売価格　1,029円（税込）

販売本数　24,000本限定

販売期間　５月６日鰹水 まで
　　　　　※予定本数に達した時点で販売終了

購入方法　市内の酒販店でご購入ください

４月１日から変わります！

今月のテーマ

今、イチオシの
スポット
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▼高校生雪上で熱戦！
全国高等学校選抜スキー大会　３月１３日鰹金 ～１５日鰹日 

キーの甲子園「全国高等学校選抜スキー大

会」が、富良野スキー場で開催され、全国か

ら男女２４９選手（緑峰高３選手・富良野高２選手）が

出場し、熱戦を繰り広げました。スーパー大回転、

大回転、回転の３種目の競技が行われ、スーパー

大回転では富良野高校１年の山﨑 旭 さんが５位入
あさひ

賞を果たしました。

ス

　この大会は、平成１７年から１１回にわたって富良野で

開催されてきましたが、次回は他地域で開催される予

定。これまで自衛隊上富良野駐屯地をはじめ、多くの

関係者、ボランティアの協力により運営されており、

今年も約２４０人ものスタッフが大会を支えました。第

１回から関わり、今回競技委員長を務めた日向 猛 さん
たけし

は、「多くの方の協力によって、スキーのまちをアピー

ルできた。なくなるのはさみしい面もあるが、この１１

年間で地元選手たちの育成につながったと思う。それ

が大きな宝」と感慨深げに話していました。

虚スーパー大回転競技で５位入賞

の山﨑旭選手（大会時富良野高１年）

許緊張感漂うスタート場面

距鋸自衛隊上富良野駐屯地

をはじめ、学生など多くのボ

ランティアスタッフが協力
虚

▼登下校も安心 黄色の目印
ライオンズクラブ黄色い帽子の贈呈式　３月２０日鰹金 

一年生が、交通事故にあわないよう富良野ライ

オンズクラブ（福士弘子会長）は、市内１９０人

の新一年生に黄色い帽子を贈呈しました。この事業

は、昭和５５年にスタートし今回で３６回目。ニュー富

良野ホテルで行われた贈呈式では、新一年生代表５

人（辻澤 亮  哉 さん・藤原
りょう や

 芽  衣 さん・浅田
め い

 将  吾 さん・
しょう ご

木村 望南 さん・松田
みなみ

 獅  音 さん）が帽子を受け取り、
し おん

初々しい姿を出席者に披露してしました。

新

▼企業×求職者とマッチング
ふらの就職応援フェア　３月１５日鰹日 

職者と企業の集団面談会「ふらの就職応援

フェア」が文化会館で行われ、企業２８社と求

職者２５人が面談を行いました。求職者の相談役と

して参加したハローワークふらのの尾西 惇 所長
あつし

は、「特に介護施設や建設業で人手が不足している。

また、各企業は経験や資格を持った即戦力を必要

としており、人材の確保に苦労している」と企業

側の厳しい現状を話していました。

求

許

鋸

距
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▼議場にレトロな響き
議場コンサート　３月１０日鰹火 

役所本庁舎の市議会議場において、蓄音機に

よるＳＰレコードコンサートが開催されまし

た。市民にとって、議会がもっと身近になるよう

市議会議員会が企画。ふらのＳＰレコードを聴く

会（田澤豊会長）が機材の提供と進行を担当しま

した。ショパンやベートーベンなどのクラシック

音楽がかけられ、レトロな音色が議場に響いてい

ました。

市

▼やまべでやるべー
地酒と山部を食す会　３月１４日鰹土 

年で記念すべき１０回目となる地酒と山部を

食す会が山部福祉センターで開催されまし

た。この日は開始前から多くの来場者で会場が埋

まり、通路に席が用意されるほどのにぎわいを見

せました。主催者の山部まちおこしネットワーク

の山崎伸一理事長は「平成１８年から始まり、記念

すべき１０回目を迎えることになりました。山部の

今

ゆうふれを飲んで楽しみましょう」とあいさつの後、

来場者全員で「乾杯」をしました。会場内では、JA

ふらの山部支所女性部をはじめ、山部のサークルや団

体などが山部産の野菜をたくさん使った料理を提供

し、それぞれ自慢のメニューを紹介しました。地酒の

他に、ふらのワインも振る舞われるなど、来場者は富

良野のお酒と食を堪能。また、舞台ではゲストによる

演奏や１０回目の開催を記念し、お楽しみの抽選会が行

われるなど、来場者は楽しいひとときを過ごしていま

した。

▼スキー場で交通安全啓蒙
ふらのスキークラブ「交通安全スラローム」２月２２日鰹日 

らのスキークラブ（坂口 道  郎 会長）による交通
みち お

安全スラロームが北の峰ゲレンデで行われ、来

場者に交通安全の呼びかけを行いました。この活動

は、会員がそれぞれ仮装姿で交通安全旗を持ちなが

ら滑走して交通安全をPRするもので、今年で３回目。

サンタクロースや動物の着ぐるみなどを着飾って

突然現れた会員たちの姿に、驚いている来場者もい

ました。

ふ

▲美味しそうなメニューが食べ放題

虚 ▲関係者がお酒をPR

▲ワインも飲み放題

▲尺八とギター演奏で盛り上げる



220022001155--44 FFuurraannoo

◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆４月の休館日

　毎週月曜日・29日鰹水  

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

注目の本！

　１泊２日のプチ出家で身も
ココロも浄化してみませんか? 
あなたにピッタリの宿坊が
きっと見つかります。高野山を
はじめ、京都、関東の宿坊や体
験スポットが満載のコミック
エッセイ。『本の旅人』掲載に
書き下ろしを追加。

宿坊さんぽ  

 上  大  岡  トメ、ふくもの隊
かみ おお おか

ＢＯＯＫＳ

一般書NEW

14歳からのリスク学 　　
／ 山本 弘

世にもふしぎな極上ワン
ダーランド／ 渋川  育  由 

いく よし

悪いお姫様の物語　　　
／ リンダ・ロドリゲス・マ
クロビー

児童書 NEW

おべんとうはママのおて
がみ／ 田島 かおり

いちねんせいになったから!
／ くすのき しげのり 作
田中  六 

ろく

 大  絵
だい

とうふこぞう
／ 京極 夏彦

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　おはなし会　　　　　　　４月１１日鰹土 　午前10時30分

　英語のおはなし会　　　　４月１８日鰹土 　午前10時30分

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　毎週水曜日　午後３時
　　　　　　　　　　　　　※２９日鰹水 はお休み

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

較

こちらをチェック！

　
昭
和
　
年
５
月
１
日
、
富
良

４１

野
町
と
山
部
町
が
合
併
、
永
年

の
悲
願
で
あ
っ
た
富
良
野
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。
来
年
は
市

制
施
行
　
周
年
を
迎
え
ま
す
。

５０

市
で
は
、
こ
の
半
世
紀
の
歴
史

を
ま
と
め
た
記
念
誌
の
編
さ

ん
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
写
真

を
通
し
て
当
時
の
出
来
事
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
歴
史
な

ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
故
郷

へ
の
思
い
を
深
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
「
そ
の
時
、
あ
な
た

は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？
」。

　
　
　
　
　

　
　

　
昭
和
　
年
　
月
３
日
、
菊
薫

４１

１１

る
文
化
の
日
、
市
制
施
行
記
念

式
が
西
中
学
校
の
体
育
館
で

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
万
国
旗
で
 彩
 ら
れ
た
会
場

い
ろ
ど

に
は
、
市
内
外
か
ら
約
８
０
０

人
が
参
列
し
、
道
内
で
　
番
目

２９

の
都
市
の
誕
生
と
そ
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

昭
和
　
年
（
１
９
６
６
年
）

４１

市
制
施
行
記
念
式

（
西
中
学
校
体
育
館
） 虚
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稲垣稲垣 凛 凛 
ひひ

和 和 さんさん (４歳(４歳))
よよりり

　　 瑛 瑛 
ええいい

大 大 さんさん (２歳(２歳))
たた

　　 日 日 
ににちち

奏 奏 さんさん (９カ月(９カ月))

かか

緑緑町町

みんな仲良みんな仲良しし辞辞

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

 沐
 

も
く

 浴
 マ
シ
ー
ン

よ
く

息
子
が
一
歳
に
な
っ
た
。

歩
き
回
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ぁ
目
が
離
せ
な

い
。

振
り
返
れ
ば
、
子
ど
も
中
心
に
動
い
て
い
た

一
年
だ
っ
た
。

午
後
６
時
に
は
帰
宅
し
、
息
子
に
晩
ご
飯
を

食
べ
さ
せ
、
お
風
呂
に
入
れ
る
。

夜
の
会
合
や
飲
み
会
へ
は
、
そ
の
後
行
く
。

そ
れ
が
日
課
に
な
っ
た
。

や
れ
ば
で
き
る
も
の
だ
。

妻
に
で
か
い
顔
さ
れ
る
の
が
シ
ャ
ク
で
、

「
沐
浴
年
間
２
５
０
日
」
を
約
束
し
た
の
が

始
ま
り
だ
っ
た
。

な
か
な
か
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
良
い
息
子
に
、

「
俺
っ
て
育
児
が
う
ま
い
か
も
　
」
と
そ
の

!?

気
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
自
分
を
妻
は
、
遠
目
で
見
な
が
ら

「
し
め
し
め
」
と
思
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

ま
ん
ま
と
妻
の
手
の
中
で
、
沐
浴
マ
シ
ー
ン

と
な
り
、沐
浴
年
間
３
０
０
日
を
達
成
し
た
。

毎
日
の
裸
の
付
き
合
い
の
お
か
げ
な
の
か
、

父
子
の
関
係
は
良
い
方
だ
と
思
う
。

母
親
が
い
な
く
て
も
、
特
に
泣
き
わ
め
く
こ

と
も
な
い
。

義
務
的
に
考
え
て
い
た
沐
浴
も
、
捨
て
た
も

ん
じ
ゃ
な
い
。

最
近
息
子
は
、
生
意
気
に
も
「
い
や
い
や
」

「
き
ぃ
ー
ー
ー
！
」
と
我
を
出
す
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

抱
っ
こ
や
お
や
つ
の
要
求
も
一
丁
前
に
し

て
く
る
。

そ
れ
も
な
か
な
か
愛
お
し
い
。

関
わ
っ
た
時
間
の
分
だ
け
、
喜
び
も
ひ
と
し

お
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

だ
と
し
た
ら
こ
う
し
て
関
わ
れ
る
環
境
に

感
謝
し
た
い
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
。

理
解
あ
る
職
場
に
感
謝
。

も
ち
ろ
ん
、
妻
に
も
。

あ
り
が
と
う
。

た
だ
、
次
は
俺
を
何
マ
シ
ー
ン
に
し
よ
う
と

 企
 ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

た
く
ら

ペ
ン
ネ
ー
ム
　次

は
皿
洗
い
マ
シ
ー
ン
が
濃
厚

　
子
育
て
を
と
お
し
て
親
も
成
長
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
子
育
て
体
験

を
紹
介
し
ま
す
。
体
験
記
を
「
広
報
ふ
ら
の
」
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
６
５
０
字
程
度
）

入入 交交     
いりまじいりまじりり

夏 夏 
かか

緒 緒 さんさん (３歳(３歳)) 
おお

　　 奏 奏 
そそうう

輔 輔 さんさん (６カ月(６カ月))

すすけけ

　　 初 初 
ははつつ

音 音 さんさん (５歳(５歳))
ねね

　　                北の峰町北の峰町

ひなまつりですが…主役は僕ですひなまつりですが…主役は僕です。。

左か左からら 左か左からら
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成２７年度の学生納付特例の申請とすることができ
ます。この場合、学生証などの添付は必要ありま
せん。なお、在学される学校などに変更がある場
合は、改めて年金事務所か市役所窓口で手続きを
してください。

国民年金保険料（月額）変更のお知らせ
　平成27年度 15,590円（前年度 15,250円）

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２５年４月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

学生のための納付特例制度

　学生の前年所得が一定以下であれば、申請により
免除を受けることができる制度です。
　これにもとづいて保険料を免除された期間は、受
給資格期間として算入されますが、１０年以内に追納
しないと満額の老齢基礎年金は受けとれません。免
除期間分の保険料は、卒業後就職して収入を得るよ
うになってから、忘れずに追納しましょう。

手続き方法
　初めて学生納付特例の申請をする方は、年金事務
所か市役所２番窓口に「在学証明書または学生証の
写し」と印鑑を持参して手続きしてください。
　平成２６年度において学生納付特例制度により保
険料納付を猶予されている方で、引き続き平成２７年
度も在学予定の方には、「国民年金保険料学生納付
特例申請書」が送られます。申請書はハガキ形式に
なっており、必要事項を記入して返送されると、平

　北海道は、２０１６年度にも日本脳炎ワクチンを定

期予防接種の対象とする方針を固めた。道は都道

府県で唯一、同予防接種を実施しておらず、住民

から要望が出ていた。（２０１４年１０月１日 読売新聞）

　日本脳炎は発症した場合２０～４０％が死亡する恐

ろしい病気です。豚の体内でウイルスが増殖した

後、その豚を刺したコガタアカイエカが人を刺す

ことにより感染します。脳炎の発症はウイルス感

染者1,000人に１～２０人の割合ですが、決定的な治

療法はなくワクチンが重要な予防手段です。発生

地域は、東アジア、南アジア

に広く分布しています。日本

における発症者数は、最近１０ 

年間で ５１人、その多くは九

州・沖縄・中国・四国地方で

す。

　道は日本脳炎の患者が道内

で４０年以上いないこと、コガ

タアカイエカが生息していな

いことなどから、道内全域を「予防接種の必要が

ない」区域にしてきました。しかし、北海道で生

まれても道外に出ることがあります。日本以外の

アジア地域では現在でも日本脳炎の大流行があり

ます。道産子が将来、アジア地域で活躍するかも

しれません。北海道でもワクチンによる確実な予

防はとても重要です。

　日本脳炎ワクチンは不活化ワクチンです。以前

はマウスの脳成分から作られていましたが、現在

はサルの腎臓の細胞を用いて作られています。接

種は１期（初回と追加）と２期に分かれ、１期は

生後６カ月から９０カ月まで。１期の初回は２回行

い、追加は１回行います。１期の初回接種を行っ

てから約１年空けて追加接種を行います。２期は

９歳以上１３歳未満です。また、１期の初回の標準

的な接種時期は３～４歳までです。道内でのワク

チン接種が始まったら、子どもたちに早めに受け

させましょう。

　なお、「予防接種でこどもを守ろう」シリーズは

これで終了です。

こんにちは

医師会 角谷です！

日本脳炎ワクチン

今月のテーマは　予防接種でこどもを守ろう魚
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌喪服（和装一式、M～L新品喪服（和装一式、M～L新品））捌捌琴琴捌捌プリンタープリンター捌捌ベビーベッベビーベッ
ドド捌捌ベビーカベビーカーー捌捌WベッドWベッド捌捌エレクトーエレクトーンン捌捌ラジカセラジカセ捌捌お雛さお雛さ
ま（８段飾りま（８段飾り））捌捌折り畳みベッ折り畳みベッドド

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌ベビーベッベビーベッドド捌捌富良野高校制服（男子、１７０㎝富良野高校制服（男子、１７０㎝））捌捌柔道着（４柔道着（４
号、５号号、５号））捌捌富良野高校制服（男子YシャツL、男子カーディ富良野高校制服（男子Yシャツ L、男子カーディガガ
ン Lン L））

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　　祖母が知り合いに誘われて健康セミナー  

　　に参加し、「膝の痛みに効く」と言われ核

酸ドリンク（健康食品）を購入した。ガンに

効くと体験談を話している利用者もいるとい

うが本当だろうか。また、１カ月分２本で

14,200円と高額であり、生活費に影響しない

かと家族は心配している。その業者は信用でき

るか。（４６歳女性）

　　センターは業者の信用性、商品の良し悪し

　　について答えることはできません。持参し

たパンフレットを見ると、連鎖販売（マルチ）

と思われます。連鎖販売は、友人・知人に紹

介するところから始める場合が多いことから、

人間関係の悪化や金銭トラブル、在庫をかかえ

支払いに 窮 するなど連鎖販売の問題点を説明
きゅう

し、家族でよく話し合うよう助言しました。

　健康食品はあくまでも食品であり、薬ではあ

りません。効能・効果の説明は、裏付けとな

る合理的な根拠を示すことができなければ、

「医薬品医療機器等法」（旧薬事法）に抵触す

る可能性があります。一般的に高額な契約にな

ることが多いので十分注意しましょう。

※薬事法改正⇒平成２６年１１月２５日施行、医薬品

医療機器等法に名称変更

健康食品の連鎖販売

Ｑ

A

枝草類の出し方

　４月から枝草類の収集が始まります。収集カ
レンダーで排出日を確認し、分別のルールを
守って出してください。

【草・枯葉・小枝】

◆なるべく乾燥させてから無色
　透明袋（最大で４５渥の袋）に
　入れて出してください。半透
　明の袋は使用できません。

◆１人で持ち上げられる重さに
　してください。

◆できる限り土を振るい落としてから、袋に入
　れましょう。

【庭木の 剪 
せん

 定 枝】
てい

◆荒縄または麻ひもなど天然
　素材のひもで縛って出して
　ください。
　※ビニールひもは使用できません

◆家具の部品や製材（ 垂木 、
たるき

　板など）は出せません。固形燃料ごみとして
　指定袋に入れて出してください。

フンの始末は飼い主の責任です！

　雪解けの時期になると、犬などの「フン」に

関する苦情が多く寄せられます。公園・道路な

どの公共の場所や他人の土地・建物などに、フ

ンを放置することは深刻な迷惑行為です。

　ペットを散歩に連れて行くときはスコップや

ビニール袋などを持参し、フンをそのまま放置

しないで、必ず自宅に持ち帰えり、衛生ごみと

して出しましょう。

1m以内

　
　
以
内

３０
cm

透明袋
　↓



224422001155--44 FFuurraannoo

 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
学
生
の
入
院
         

       医
療
費
の
助
成

　
小
学
生
の
入
院
時
の
医
療
費

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

一
定
の
所
得
を
超
え
る
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
方
法
　

噛
道
内
の
医
療
機
関
に
入
院
さ

れ
る
場
合
は
、
受
給
者
証
の
交

付
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

噛
道
外
の
医
療
機
関
に
入
院
さ

れ
た
場
合
は
、
医
療
費
の
払
い

戻
し
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
方
法
　

　
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
し
、
市
役
所
③
・
④

番
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

【
払
い
戻
し
の
手
続
き
に
は
…
】

・
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
（
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
）

・
保
護
者
の
預
金
通
帳

自
己
負
担
　

噛
市
民
税
課
税
世
帯
…
１
割

（
１
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額

４
４
４
０
０
円
）

噛
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

鰹問 
保
健
医
療
課
医
療
国
保
係

拶
３
９
‐
２
３
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

育
英
基
金
に
つ
い
て

応
募
資
格
　

　
経
済
的
理
由
で
学
資
の
負
担

が
困
難
で
、
成
績
優
秀
・
素
行

善
良
で
学
校
長
が
推
薦
す
る
方

（
親
権
者
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ

る
方
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る

こ
と
）

応
募
手
続
　
４
月
　
日
鰹木 
ま
で

３０

に
学
校
教
育
課
（
図
書
館
３
階
）

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鞄
富
良
野
市
育
英
基
金

貸
与
額
（
月
額
）　
　
　
　
　
　

高
等
専
門
学
校
生
１
万
５
千
円

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

入
学
準
備
金

高
等
専
門
学
校
生
　
　
５
万
円

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円

１０

※
貸
与
は
無
利
子
で
卒
業
後
に

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  な
お
、
大
学
な
ど
を
卒
業
後

１
年
以
内
に
富
良
野
市
に
戻
り
、

居
住
し
就
職
し
た
人
を
対
象
に

償
還
を
免
除
す
る
規
定
が
あ
り

ま
す
。

鰹問 
学
校
教
育
課
　

拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

合
併
処
理
浄
化
槽
　
  

 設
置
に
助
成
し
ま
す

　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

※
補
助
事
業
は
本
年
度
（
平
成

　
年
度
）
で
終
了
し
ま
す

２７対
象
者
　
下
水
道
区
域
外
で
、

居
住
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
方

受
付
期
間
　
４
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹水 

１３

２２

必
要
書
類
　
浄
化
槽
工
事
の
見

積
書
・
補
助
金
申
込
書

※
申
し
込
み
は
本
人
、
ま
た
は

同
居
家
族
に
限
る
　

募
集
基
数
　
　
基
（
申
し
込
み

２２

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

抽
選
会
／
説
明
会
（
市
役
所
）

　
　
４
月
　
日
鰹金 
　
午
後
３
時

２４

鰹問 
市
民
環
境
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

このページは広告料収入で作成しています

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.ビニールひもは何ごみ？

Ａ．固形燃料ごみになります。

Ｑ.段ボールの出し方は？

Ａ．「新聞・雑誌・ダンボール」
の収集日に、ひもで縛ってご
みステーションへ出してくだ
さい。

Ｑ.上靴・外靴は何ごみ？

Ａ．固形燃料ごみになります。

４月号

広告

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４

ありがとうございます

㈱天間農産本舗
代表取締役 天間 幸博さん

（山部）　　　　金１０万円

松藤 光伸さん（東町）  

（博物館へ）
謄写版一式、安全燈１点、

ランプ１点、国鉄職員制

服１４点、国鉄職員制帽２点

寄 付
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

生
ご
み
た
い
肥
の
販
売

　
富
良
野
広
域
連
合
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
る

「
生
ご
み
堆
肥
」
は
、
生
ご
み
・

し
尿
汚
泥
・
木
材
バ
ー
ク
を
原

料
と
し
て
製
造
さ
れ
、
専
門
機

関
で
の
分
析
調
査
で
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
完
熟
堆
肥
で
す
。

　
家
庭
菜
園
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

肥
料
の
名
称
　
有
機
入
り
汚
泥

堆
肥
１
（
登
録
番
号
　
生
第
８

１
４
７
６
号
）

販
売
期
間
　
土
・
日
・
祝
祭
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

販
売
場
所
　
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
（
上
五
区
）

販
売
価
格
　
１
０
０
円
（
　１０

リ
ッ
ト
ル
　
約
４
㎏
）

※
袋
詰
め
し
て
あ
り
ま
す
。

堆
肥
の
成
分
と
使
用
量
目
安

（
平
成
　
年
１
月
　
日
分
析
値
）

27

１６

窒
素
（
約
2
・
2
%
）、
リ
ン
酸

（
約
１
・
２
%
）、
カ
リ
ウ
ム

（
約
１
・
１
%
）、
Ｃ
／
Ｎ
（
　
）
１４

※
使
用
料
の
目
安
は
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
２
㎏
／
㎡
程
度

鰹問 
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
拶
２
２
‐
４
３
７
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

固
定
資
産
の
縦
覧

　
お
持
ち
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
価
格
が
ほ
か
と
比
較

し
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
市
内
で
課
税
さ
れ
て
い
る
す

べ
て
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
、

面
積
な
ど
が
記
載
）」で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
／
場
所
　

【
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
】

６
月
１
日
鰹月 
ま
で
（
平
日
の
み
）

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

【
山
部
支
所
】

　
４
月
　
日
鰹金 
の
み

１０

　
午
前
９
時
～
正
午

【
東
山
支
所
】

　
４
月
　
日
鰹金 
の
み

１０

　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

対
象
者
　

　
縦
覧
で
き
る
方
は
、
固
定
資

産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税

者
で
す
。
本
人
確
認
の
た
め
、

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

鰹問 
税
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

空
知
川
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
森
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
格
安
プ
レ
ー
券
を
販
売

　
オ
ー
プ
ン
を
前
に
格
安
（
通

常
料
金
の
２
割
引
）
の
前
売
り

プ
レ
ー
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
（
５
回
分
）

【
一
般
】　

平
日
　
１
２
４
０
０
円

土
・
日
・
祝
日
　
１
６
８
０
０
円

【
シ
ニ
ア
】
（
　
歳
以
上
）

６５

平
日
　
８
４
０
０
円

土
・
日
・
祝
日
　
１
２
４
０
０
円

販
売
期
間
　
５
月
６
日
鰹水 
ま
で

※
前
売
券
は
市
役
所
企
画
振
興

課
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

鰹問 
空
知
川
ゴ
ル
フ
公
社
　

　
　
　
　
拶
２
２
‐
４
１
１
０

ところと　き

コープさっぽろ富良野店１０：００～１３：００
１４：００～１６：００4/８鰹水 

ふらの農協山部支所駐車場
北の峯学園
かわむら整形外科駐車場

１０：００～１１：１０
１１：４０～１２：４０
１４：００～１６：００

4/９鰹木 

大北土建工業㈱（学田３区）
フラノ・マルシェ駐車場

  9：３０～１３：００
１４：２０～１６：００4/１３鰹月 

ふらの農協本所駐車場
富良野協会病院駐車場
富良野商工会議所前

１０：００～１１：４０
１３：００～１4：４０
１５：００～１６：００

4/１４鰹火 

富良野市役所１０：００～１２：００
１３：００～１６：００4/１５鰹水 

し尿収集料金を改定します
　し尿収集料金は、平成１９年１月以来据え置か
れていましたが、収集戸数の減少などに伴う収
集コスト上昇により、料金が改定されます。

改定後現　行区　分

172.80円/20渥133.92円/20渥収　集

21.00円/20渥21.00円/20渥処　理

193.80円/20渥154.92円/20渥合　計

献血は身近なボランティア
　下記の日程で移動献血車｢ひまわり号｣が各会
場を巡回します。血液が大変不足しております
ので、一人でも多くの献血のご協力をお願い致
します。また、輸血副作用軽減のため４００ml献血
にご協力をお願い致します。
　「献血は命と笑顔をつなぐ愛」です。

鰹問 保健医療課 拶３９‐２２００

改定後現　行手当の名称

51,100円49,900円特別児童扶養手当１級

34,030円33,230円特別児童扶養手当２級

26,620円26,000円特別障害者手当

14,480円14,140円
障害児福祉手当

経過的福祉手当

各種手当支給額を改定します　

鰹問 福祉支援課　拶３９‐２２１１

４月１日から
　

鰹問 市民環境課　拶３９‐２３０８

４月１日から
　

富良野協会病院よりお知らせ

鰹鰹問問 富良野協会病富良野協会病院院 拶拶２３２３‐２１８１‐２１８１

耳鼻咽喉科外来

午後の受付時間が一部変更
となります。

鞄火曜日の午後のみ変更

変更前　午後１時～３時

変更後　午後１時～２時３０分

眼科外来

外来診療日が変わります。

鞄診療日　

月・火・木・金曜日の４日間

４月１日から
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・
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市
・
道
営
住
宅
の
　

　
入
居
者
募
集
計
画

　
平
成
　
年
度
の
市
・
道
営
住

２７

宅
の
募
集
は
、
空
家
が
あ
る
場

合
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

※
入
居
希
望
者
が
公
募
戸
数
を

上
回
る
場
合
は
、
公
開
抽
選

第
１
回
募
集
５
月
　
日
～
　
日

１１

２２

第
２
回
募
集
７
月
６
日
～
　
日
１７

第
３
回
募
集
９
月
７
日
～
　
日
１８

第
４
回
募
集
　
月
９
日
～
　
日

１１

２０

第
５
回
募
集
平
成
　
年
３
月
１

２８

日
～
　
日
１１

　
公
募
す
る
住
宅
の
詳
細
に
つ

い
て
は
募
集
月
発
行
の
「
広
報

ふ
ら
の
」
に
掲
載
し
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

住
宅
改
修
促
進
助
成
　
　

　
　
　
事
業
の
お
知
ら
せ

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
、

今
年
度
よ
り
3
年
間
の
予
定
で

実
施
し
ま
す
。

　
昭
和
　
年
5
月
以
前
に
着
工

５６

し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を

あ
わ
せ
て
行
う
場
合
は
、
補
助

金
　
万
円
（
上
限
、
工
事
費
に

３０

よ
り
減
）
が
上
乗
せ
さ
れ
、
最

大
で
　
万
円
の
補
助
を
受
け
る

５０

こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
開
始
　
4
月
　
日
鰹月 
か
ら

２０

（
受
付
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
）

補
助
概
要

虚
現
に
居
住
し
て
い
る
自
己
所

有
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

許
税
金
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

距
市
内
登
録
業
者
に
よ
る
施
工

鋸
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
工
事
費

が
1
0
0
万
円
（
税
抜
）
以
上

の
場
合
は
　
万
円
の
補
助
。
ま

２０

た
、　

万
円
以
上
（
税
抜
）
1

５０

0
0
万
円
未
満
（
税
抜
）
の
場

合
は
　
万
円
の
補
助

１０

漁
耐
震
改
修
助
成
を
利
用
す
る

場
合
は
、
耐
震
改
修
計
画
を
策

定
す
る
こ
と

※
こ
の
助
成
制
度
は
、
同
一
住

宅
に
対
し
１
回
限
り
で
す
。（
前

回
交
付
よ
り
５
カ
年
経
過
し
た

住
宅
は
除
く
）

鞄
市
内
登
録
業
者
は
随
時
受
け

付
け
し
ま
す

　
施
工
業
者
は
事
前
に
登
録
が

必
要
で
す
。

登
録
要
件

虚
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
営
業

所
が
あ
る
こ
と

許
国
税
ま
た
は
は
地
方
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と

　
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

　
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
と
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
フ
ロ
ン
類

の
排
出
抑
制
を
一
層
強
化
す
る

た
め
、
フ
ロ
ン
類
の
製
造
、
使

用
、
廃
棄
に
至
る
包
括
的
な
規

制
措
置
を
講
じ
る
「
フ
ロ
ン
排

出
抑
制
法
」
（
改
正
フ
ロ
ン
回

収
・
破
壊
法
）
が
４
月
１
日
よ

り
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
フ
ロ
ン
類
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｃ

Ｆ
Ｃ
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）
が
冷
媒
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
業
務
用

冷
凍
冷
蔵
・
空
調
機
器
の
管
理

者
（
機
器
の
所
有
者
な
ど
）」
に

は
、
冷
媒
漏
え
い
防
止
の
た
め

の
「
機
器
の
点
検
」、
「
漏
え
い

時
の
修
理
」、
「
修
理
な
し
で
の

充
填
の
原
則
禁
止
」、
「
機
器
整

備
の
結
果
の
記
録
・
保
存
」
な

ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
環
境
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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鰹問 
北
海
道
地
球
温
暖
化
対
策
室

拶
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
１
８
９

●●●●エコな暮らし始めませんか？●●●●

住宅用太陽光発電

対  象  者　市内在住の方

補  助  額　太陽電池モジュールの公称最大出力値

　　　　　１ｋＷあたり３万円（上限１５万円）

補助件数　５件（申込多数の場合は抽選）

申込方法　申込書を市民環境課に提出ください。
　　　　　※申込書は市民環境課にあります。

申込期限　平成２７年４月３０日鰹木 

【抽選会／説明会】　

と　き　５月１１日鰹月 　午後３時
ところ　市役所

ペレットストーブ

対  象  者　市内在住の方、活動拠点を市内におく団体

補  助  額　補助対象経費の２分の１（上限１５万円）

補助件数　予算の範囲内（先着順）

申込方法　交付申請書に、経費の内訳がわかる見積書
　　　　　の写し、設置機種のカタログ、納税証明書
　　　　　を添付して市民環境課に提出ください。
　　　　　※交付申請書は市民環境課にあります。

申込期間　平成２７年４月１日から受付開始

ペレットって？

木材の製材の際に出るおがくずなどを固めた固形燃料のこ
と。石油に代わる新たな熱エネルギー源として、注目され
ています。市では、その利用促進を図り、二酸化炭素排出
量の削減と地球温暖化防止、地域資源循環型社会の構築を
めざしています。

市の助成あ
ります

市の助成あ
ります！！
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ま
し
ょ
う
。

虚
家
（
職
場
）
の
中
で
ど
こ
が

一
番
安
全
か

許
救
急
医
薬
品
や
火
気
な
ど
の
点
検

距
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
避
難
方
法

鋸
避
難
場
所
や
避
難
路
は
ど
こ

に
あ
る
の
か

漁
非
常
持
ち
出
し
品
袋
を
作
り
、

設
置
場
所
を
決
め
る

禦
昼
間
な
ど
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い

な
い
と
き
の
避
難
・
連
絡
の
方
法

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
震
か
ら
身
を
守
る

　
地
震
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
で
は
、

全
国
ど
こ
で
も
大
地
震
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
普
段
か

ら
職
場
や
家
庭
で

次
の
よ
う
な
こ
と

を
話
し
合
い
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
備
え

魚
市
役
所
や
消
防
署
な
ど
か
ら

の
情
報
に
注
意
す
る

鰹問 
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

山
部
＠
ま
る
ご
と
体
験
村

そ
ば
打
ち
・
折
り
紙
体
験

◆
そ
ば
打
ち
体
験

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹土 

１８

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
体
験
村
役
場
（
山
部

南
町
６
番
　
号
）

２７

参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
そ
ば

を
昼
食
と
し
て
食
べ
る
場
合
は

別
途
１
０
０
０
円
。
試
食
無
料
）

※
持
ち
帰
り
を
希
望
す
る
方
は
、

入
れ
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
4
月
　
日
鰹月 
ま
で

１３

◆
折
り
紙
体
験

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹水 

１５

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
女
性
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
１
０
０
０
円
（
材
料
・

資
料
代
）

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

申
込
み
　
4
月
　
日
鰹金 
ま
で

10

鰹問 
山
部
＠
ま
る
ご
と
体
験
村

（
植
松
さ
ん
）

拶
０
８
０
‐
５
７
２
５
‐
２
８
４
３

国際交流事業補助国際交流事業補助金金

■対象事業　

虚国外における研修、調査など

許友好都市（シュラートミンク市）との交流

距研修会、講演会、語学講座の開催など

■対象者　市内で積極的に活動してい
　　　　　る個人や団体

■補助額　交通費、滞在費、研修会開催
　　　　　経費など補助対象となる経
　　　　　費の概ね5０％以内で、予算の
　　　　　範囲内で補助します。（食費、
　　　　　通訳ガイド料、添乗員経費、
　　　　　保険料など対象外経費があ
　　　　　ります）

■申請期限　事業実施の１カ月前

地域づくり推進事業補助金

■対象事業

虚教育・文化・産業など広範な分野での調査研究、研修活動

許文化交流、スポーツ交流などの国内交流

距地域づくりのための研修会、講演会などの開催

■対象者　地域活動を積極的に行っている個人や団体

■補助額　交通費、会場借上料、講師謝礼など補助対象と
　　　　　なる経費の概ね５０％以内で、予算の範囲内で補
　　　　　助します。（食費、人件費など対象外経費があり
　　　　　ます）※随時受付けています。

【過去の事例】

・他市町村の連合町内会視察研修・交流会

・他市町村の福祉活動先進地研修

・青少年リーダー研修会に対する補助など

まちづくり・市民活動を支援します　　鰹問 企画振興課拶３９‐２３０４

塾塾生生募募集集！！

　青年たちが元気な富良野に！青年の力でまちを元気に！

鞄「ふらの青年塾」って?
　新たな仲間づくりとさまざまな活動をしながら、やりたいこ
とを実現させるために、その力を青年塾で身につけます！

鞄参加資格
虚２０～３９歳までの男女　許市内在住の方
距イベント企画やサポート、各種セミナー企画受講など趣旨に
　賛同し、積極的に参加いただける方

鞄H２６年度の主な活動
　運動会企画開催、フラノビ・アモールイベント運営協力、北
海へそ祭り踊り参加、ワインぶどう祭り出店、成人式典運営協
力、広報記事掲載、JUKU－Cafeの企画開催

鞄申込方法
　氏名、住所、年齢、性別を記載したメールを送信してください。
　送信先アドレス　syakai-ka@city.furano.hokkaido.jp

鰹問 社会教育課　拶３９‐２３１８
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参
加
料
　
1
0
0
0
円

講
　
師
　
安
部
 昌
子
さ
ん

そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、

上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ラ

ケ
ッ
ト
用
具
の
な
い
方
は
お
貸

し
し
ま
す
。

申
込
み
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
用
紙
に
記
入
し
、

セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
ふ
ら
の
シ
ャ
ト
ル
（
栃
崎
さ
ん
）

拶
２
２
‐
３
７
６
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

雇
用
促
進
支
援
員
の
募
集

　
季
節
労
働
者
な
ど
の
通
年
雇
用

化
を
推
進
す
る
富
良
野
広
域
圏
通

年
雇
用
促
進
協
議
会
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
条
件
　

　
上
富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
、

富
良
野
市
、
南
富
良
野
町
、
占

冠
村
の
住
民
で
、
普
通
自
動
車

免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）
を
有
し
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

業
務
内
容
　
企
業
訪
問
、
セ
ミ

ナ
ー
の
企
画
・
運
営
、
そ
の
他
事
務

期
　
間
　
平
成
　
年
５
月
１
日

２７

～
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

３１

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
　
分
（
休
憩
１
時
間
）、

１５

土
日
祝
日
休
み

勤
務
場
所
　
商
工
観
光
課

拶
２
７
‐
２
７
２
７

オ
ー
プ
ン
予
定
日
４
月
　
日
鰹土 

１８

休
園
日
　
木
曜
日

鰹問 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

拶
２
２
‐
５
０
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
火
災
予
防
運
動
　
　

　
　
　
　
　
　
消
防
訓
練

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹月 

２０

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　
富
良
野
文
化
会
館

※
午
前
９
時
　
分
か
ら
午
前
　

４５

１０

時
　
分
（
富
良
野
文
化
会
館
付

３０
近
の
市
道
西
２
条
通
・
南
６
丁

目
・
東
２
条
２
・
南
７
丁
目
２
）

交
通
規
制
あ
り
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹水 
～
　
日
鰹金 

１３

２９

（
毎
週
水
・
金
曜
日
　
計
6
回
）

午
前
　
時
～
正
午

10

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
　
先
着
　
人
10

募
集
期
間
　
4
月
　
日
鰹水 
～
5

１５

月
8
日
鰹金 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

有
料
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

料
　
金
（
富
良
野
圏
域
住
民
）

当
日
券
 

噛
中
学
生
以
下
　
　
無
料

噛
高
校
生
・
一
般
　
３
０
０
円

回
数
券
（
３
施
設
共
通
　
枚
綴
り
）

１２

噛
高
校
生
・
一
般
３
０
０
０
円

３
施
設
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
（
　１０

月
　
日
ま
で
）　

３１
噛
高
校
生
・
一
般
1
5
0
0
0
円

※
回
数
券
と
シ
ー
ズ
ン
券
は
４

月
　
日
鰹月 
よ
り
、
山
部
商
業
協

１３
同
組
合
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
発
売
。
オ
ー
プ
ン
後
は

各
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
発
売
。

●

金
満
緑
地
公
園
内
空
知
川

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

拶
２
２
‐
１
１
５
２

オ
ー
プ
ン
予
定
日
４
月
　
日
鰹日 

２６

休
園
日
　
水
曜
日

鰹問 
シ
ー
・
エ
ス
・
テ
ィ
富
良
野
営
業
所

拶
２
３
‐
５
７
９
９

●
山
部
自
然
公
園
太
陽
の
里

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

拶
４
２
‐
３
０
０
３

オ
ー
プ
ン
予
定
日
４
月
　
日
鰹水 

２９

休
園
日
　
火
曜
日

鰹問 
山
部
商
業
協
同
組
合
（
山
部
商
工
会
内
）

拶
４
２
‐
２
７
１
８

●
東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

土砂災害警戒区域等の指定
　北海道の土砂災害警戒区域等（急傾斜の崩落な
どが発生した場合、住民の生命または身体に危険
が生じるおそれがあると認められる土地の区域）
の指定にもとづき、次の区域が指定になりました。

※指定区域の市民などにはハザー
　ドマップを配布しています。
※詳細は市のホームページ及び
　総務課で公表しています。

自然現象の種類所在地指定区域名

急傾斜地の崩壊

富良野市字東山
富良野東山１

富良野東山２

富良野市字東山
富良野市字老節布

富良野東山３

富良野市字老節布富良野東山４

土石流富良野市字東山東川（河川区域）

鰹問 総務課　拶３９‐２３００

マイナンバマイナンバーー（個人番号）制度（個人番号）制度がが
運用されま運用されますす

　平成27年10月から、国民一人ひとりに「１２桁」

のマイナンバー（個人番号）が通知されます。

　マイナンバーが導入されると、行政手続きが

簡素化され、さらに年金

や各種手当・給付金など

社会保障や所得などの情

報が、より正確に把握で

きるようになります。

　くわしい内容は、広報

ふらの５月号で紹介しま

す。　

　また、市のホームページからもくわしい内容

などをご覧になれます。

鰹問 総務課　拶３９‐２３００

平成28年１月
から　
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報
酬
及
び
旅
費
を
支
給

選
考
方
法
　
作
文
及
び
応
募
用

紙
記
載
内
容
に
よ
り
総
合
的
に

判
断
。
選
考
結
果
は
応
募
者
全

員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
５
月
１
日
鰹金 
ま
で

に
北
海
道
の
道
民
生
活
課
に
あ

る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
北
海
道
道
民
生
活
課

拶
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
２
１
７

 市
民
参
加
手
続

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
コ
メ
実
施
予
告

●
富
良
野
市
国
保
保
健
事
業
実

施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）

に
つ
い
て

鰹問 
保
健
医
療
課

拶
３
９
‐
２
２
0
0

●
富
良
野
市
公
共
下
水
道
長
寿

命
化
計
画
（
富
良
野
水
処
理
セ

ン
タ
ー
）
に
つ
い
て

鰹問 
上
下
水
道
課

拶
３
９
‐
２
３
１
７

意
見
募
集
期
間

　
４
月
　
日
鰹水 
～
5
月
7
日
鰹木 

１５

ま
で
。

※
詳
細
は
4
月
　
日
発
行
の
広

15

報
ふ
ら
の
お
知
ら
せ
版
に
掲
載

し
ま
す
。

（
大
通
公
園
周
辺
）

募
集
期
間
　
4
月
　
日
鰹金 
ま
で

２４

※
く
わ
し
い
内
容
や
応
募
方
法

な
ど
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
（h

ttp
:/
/
w
w

w
.y
o
s
a
k
o
i-s
o
ra
n
.jp
/

　

鰹問 
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
実
行
委
委
員
会

拶
0
1
1
‐
2
3
1
‐
4
3
5
1

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
男
女
平
等
参
画

審
議
会
委
員
の
公
募

応
募
条
件
　

虚
道
内
に
居
住
す
る
満
　
歳
以

２０

上
の
方
（
平
成
　
年
7
月
9
日

27

現
在
。
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

許
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て
関

心
を
持
ち
、
年
2
回
程
度
開
催

す
る
北
海
道
男
女
平
等
参
画
審

議
会
（
札
幌
市
内
で
開
催
）
に

出
席
で
き
る
方

※
た
だ
し
、
国
、
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
の
議
員
及
び
職
員

（
元
道
職
員
を
含
む
）、
公
募
で

選
任
さ
れ
た
北
海
道
男
女
平
等

参
画
審
議
会
委
員
（
過
去
の
公

募
委
員
も
含
む
）
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

公
募
人
数
　
6
人
以
内

任
　
　
期
　
任
命
の
日
か
ら
2

年
間

報
　
　
酬
　
北
海
道
が
定
め
る

賃
　
金
　
月
給
　
万
円
～
　
万

１４

１９

円
（
日
給
制
、
日
額
に
つ
い
て

は
職
歴
・
経
験
を
考
慮
し
決
定
。

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
有
り
）

選
考
方
法
　
面
接
試
験

申
込
み
　
４
月
　
日
鰹月 
ま
で
に

１３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
、
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
商
工
観

光
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
商
工
観
光
課

拶
３
９
‐
２
３
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
市
民
審
査
員
募
集

　
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
第
　２４

回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
に
審
査
員
と
し
て
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
条
件
　

虚
祭
り
の
理
念
及
び
本
募
集
要

綱
に
賛
同
し
、
真
剣
に
演
舞
を

審
査
し
て
い
た
だ
け
る
方

許
平
成
　
年
6
月
時
点
で
中
学

27

生
以
上
の
方

距
参
加
チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方

鋸
指
定
さ
れ
た
日
程
で
審
査
可

能
な
方

募
集
人
員
　
1
3
0
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

審
査
日
程
　
6
月
　
日
鰹土 
・
　

１３

１４

日
鰹日 
（
い
ず
れ
か
1
日
の
み
）

審
査
場
所
　
札
幌
市
中
央
区

「広報ふらの「広報ふらの」」にに広告広告をを掲載掲載しませんか？しませんか？

規　　格　１種広告　縦５cm×横９cm

　　　　　２種広告　縦５cm×横１８cm

募集枠数　８枠（１種広告換算）
　　　　　※２種広告は２枠使用します。

掲載位置　暮らしの情報全４ページの一部（下段）

申 込 み　掲載したい月の前々月の１５日（６月号掲載
　　　　　の場合は４月１５日）までに、申込書、広告
　　　　　案（申込者が作成）、市税等納税証明書、　
　　　　　登記簿謄本写しなど、所定の書類を添えて
　　　　　申し込みください。

選定方法　枠数を超えた場合は先着順

※くわしくは、企画振興課まで。要項は、市ホームペー
ジにも掲載しています。

問合先／郵送先　０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　　　富良野市総務部企画振興課広聴広報係  拶３９‐２３０４

掲 載 料　１種広告 １カ月   16,000円

　　　　　１種広告 ６カ月   84,000円(１カ月14,000円)

　　　　　１種広告 １２カ月 144,000円(１カ月12,000円)

　　　　　２種広告 １カ月   32,000円

　　　　　２種広告 ６カ月 168,000円(１カ月28,000円)

　　　　　２種広告 １２カ月 288,000円(１カ月24,000円)

１種広告１種広告枠枠

1カ月単位で掲載可
６カ月・１年掲載だとお得に！

２種広告２種広告枠枠

広報ふらの（２色刷り）

毎月 ９,６００部 発行

市内全戸・市内事業所などに配布

▼広告掲載ページ



広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　４月２５日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報

広報ふらの  平成27年４月号  №６４３

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　■編集/総務部企画振興課広聴広報係　雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

■ウェブ http://www.city.furano.hokkaido.jp/　　　　　■次号/お知らせ版４月号は４月１５日発行・広報ふらの５月号は４月３０日発行

災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。
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愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
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＝今月のリレーは＝

立野  恵 さんから ▼ 吉村 
めぐみ
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吉村  忍 さんから　 ▼ 黒田 
しのぶ

 一 さんへ
はじめ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　柔らかいおもちゃをか

じりながら、お乳を吸う

しぐさを見せるちょっと

甘えん坊な力。特技はバ

ランスを取りながら後ろ

足だけで立って、前足で

「ちょうだい」と拝むしぐ

さをすることです。

▼多くの来場者で賑わった地酒と山部を食す会。
食べ物もたくさんの種類が用意され、調理室を往
復しながら、スタッフが一生懸命に来場者をおも
てなし。そんな姿を見て、どんなことでも裏方で
汗をかいている人がいるからこそ、何事も前に進
むことができるのだと改めて感じました。そんな
思いを胸にこれからも頑張ります。（ほ）

▼今回異動となりました。広報を担当して丸５年。話題
に事欠かず、まだまだ知りたいこと、書きたいことがた
くさんあるのは、このまちに住む人が魅力的で元気な証。
まさに広報はまちの元気のバロメーターだなと感じます。
取材先ではたくさんの刺激と元気をもらいました。あり
がとうございました。これからは、広報にガンガン話題
を提供していけるよう新天地でがんばります！（し）
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